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「
オ
ー
ル
福
生
」
で
市
民
を
守
る

「
オ
ー
ル
福
生
」
で
市
民
を
守
る

「
公
助
」

「
公
助
」
の
精
神

の
精
神

　

令
和
2
年
10
月
18
日
に
実
施
し

た
「
福
生
市
総
合
防
災
訓
練
」。

例
年
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
参

加
い
た
だ
い
て
い
る
訓
練
で
す

が
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
市
職
員

お
よ
び
教
職
員
、
田
園
地
区
の
自

主
防
災
組
織
代
表
者
と
消
防
団
で

執
り
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
令
和
元
年
の
台
風

第
19
号
に
お
け
る
市
の
災
害
対
応

の
反
省
を
踏
ま
え
、
昨
年
新
た
に

策
定
し
た
「
風
水
害
時
初
動
活
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
も
と
に
、
災
害

対
策
本
部
の
設
置
か
ら
避
難
所
の

開
設
や
運
営
な
ど
、
風
水
害
対
応

に
お
い
て
重
要
と
な
る
「
初
動
対

応
の
実
践
」
に
主
眼
を
置
い
た
全

体
訓
練
と
し
て
、
約
370
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
感
染
症
予
防
訓
練
と
し

て
、
感
染
予
防
に
配
慮
し
た
避
難

者
受
付
訓
練
お
よ
び
避
難
ス
ペ
ー

ス
の
レ
イ
ア
ウ
ト
作
成
や
、
避
難

者
受
け
入
れ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
本
訓
練
以
外
に
も
、
災

害
時
に
お
け
る
医
療
救
護
所
開
設

訓
練
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
福
生
市
は
、
消
防

署
な
ど
の
公
共
機
関
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
災
害
時
に
市
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
避
難
で
き
る
体
制

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

東日本大震災から10年、経験から学ぶこと東日本大震災から10年、経験から学ぶこと
　今年で東日本大震災から 10年の月日が経ちました。その間、福生市でも猛威を振るった令和元年の台風第 19
号をはじめ、日本では毎年のように全国各地で自然災害が発生し、甚大な被害をもたらしています。
　今号の広報ふっさは「防災特集」。自分と大切な人の命を守るために、「自助」「共助」「公助」の面から、市や地
域の取り組み、そして「いま自分ができること」を紹介します。
【企画・発行】秘書広報課広報広聴係☎ 551・1529

防

「自助」「共助」「公助」で命を守る

特 集災

災害対策本部運営訓練

消防団による風水害想定訓練

感染症対策を想定した避難者受付

訓練 (福生市総合防災訓練にて )

国の緊急事態宣言が 3月 21 日国の緊急事態宣言が 3月 21 日㈰㈰まで延長されたことに伴い、福生市の対応も、まで延長されたことに伴い、福生市の対応も、3月 21 日3 月 21 日㈰㈰まで延長まで延長

します。なお、平日の昼時間（正午～午後 1時）の業務のみ再開します。します。なお、平日の昼時間（正午～午後 1時）の業務のみ再開します。

詳細は、右記 QR コードからご覧いただけます。詳細は、右記 QR コードからご覧いただけます。
▲公共施設
の開館情報

▲イベント 
中止等の情報

国の緊急事態宣言が延長されました国の緊急事態宣言が延長されました

感
染
症
対
策
を
考
慮
し
た
福
生
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施避難所開設訓練
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大
規
模
地
震
に
備
え
て

大
規
模
地
震
に
備
え
て

「
ま
さ
か
」
と
思
わ
ず
、
常
に
防
災
意
識
を

「
ま
さ
か
」
と
思
わ
ず
、
常
に
防
災
意
識
を

「
自
助
」

「
自
助
」
の
心
が
け

の
心
が
け

関東直下で発生した過去の大地震
（内閣府「首都直下地震の被害想定対策のポイント」から引用）
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220 年220 年
元禄関東地震
(1703) М 8.5

大正関東地震
(1923) М 8.2

大正関東地震か
ら約 100 年経過

想定される地震：立川断層帯地震：（М 7.4）

発災状況：冬の午後 6時、風速毎秒 8メートル

建物 全壊 1,372 棟
死者 84 人

ゆれ 1,361 棟

液状化 0 棟

負傷者 775人急傾斜地崩壊 12 棟

火災による焼失 1,279 棟

首都直下地震等による主な被害想定（福生市）首都直下地震等による主な被害想定（福生市）

い
つ
、
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い 

首
都
直
下
地
震

　

多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
っ
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
今
年
で
10
年
。
東
北

地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
与

え
、
10
年
と
い
う
時
の
経
過
を
感
じ

さ
せ
な
い
ほ
ど
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に

深
く
焼
き
付
い
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

東
日
本
大
震
災
は
、
太
平
洋
の
三

陸
沖
が
震
源
で
あ
っ
た
た
め
、
幸
い

に
も
福
生
市
で
は
、
大
き
な
被
害
は

生
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
関
東
地
方
を
震
源
と
す

る
「
首
都
直
下
地
震
」
は
、「
今
後

30
年
間
に
約
70
％
」
の
確
率
で
発
生

す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去

の
首
都
直
下
地
震
に
お
い
て
、
Ｍ
（
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）
8
ク
ラ
ス
を
記
録

し
た
大
地
震
は
「
元
禄
関
東
地
震
」

と
「
大
正
関
東
地
震
（
関
東
大
震
災
）」

が
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
間
の
220
年
で

は
、
平
均
し
て
27.5
年
に
1
回
の
頻
度

で
、
Ｍ
7
ク
ラ
ス
の
地
震
が
発
生
し

て
い
る
状
況
で
す
（
図
1
参
照
）。

福
生
市
の
被
害
想
定
を
知
り
、　
　

　
　
　

今
、
自
分
が
で
き
る
対
策
を

　

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま

え
、
東
京
都
は
平
成
24
年
に
「
首
都

福生市

建
物
被
害

人
的
被
害

原
因
別

▼立川断層帯地震（Ｍ 7.4）の場合、福生
市の震度は、震度 7～ 6 強が予想される

直
下
地
震
等
に
よ
る
東
京
の
被
害
想

定
」
を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
福
生
市
の
近
く
に
位
置
す
る

立
川
断
層
帯
を
震
源
と
す
る
「
立
川

断
層
帯
地
震
・

規
模
Ｍ
7.4
」
が
発
生

し
た
場
合
、
福
生
市
の
震
度
は
7
～

6
強
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
建

物
の
倒
壊
や
そ
れ
に
伴
う
火
災
の
発

生
な
ど
か
ら
、
甚
大
な
被
害
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
（
図
2
参
照
）。

　

30
年
弱
の
頻
度
で
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
、
首
都

直
下
地
震
。
い
つ
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
大
規
模
地
震
に
備
え
て
、
ま

ず
自
分
自
身
の
身
を
守
る
た
め
に

「
自
助
」
の
心
が
け
を
持
つ
こ
と
が

不
可
決
で
す
。

　

今
回
、
身
近
な
地
震
対
策
に
着
目

し
て
、「
今
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
」

を
紹
介
し
ま
す
。

震度
7
6 強
6 弱
5 強
5 弱
4
3 以下

あなたの家は大丈夫？

家周りのブロック塀や石垣などの転倒防止対策家周りのブロック塀や石垣などの転倒防止対策✓
　平成 30 年の大阪北部地震では、コンクリートブロック塀の倒壊に

より、2名の方が命を落としました。ひび割れやぐらつきのあるブロッ

ク塀は、所有者が責任を持って管理し、早急に補強するなどの転倒

防止対策を行うことが必要です。

　ブロック塀の生垣化や点検方法につ

いては、右記QRコードから市ホームペー

ジをご覧ください。

家屋の耐震性強化家屋の耐震性強化✓
　平成 7年の阪神・淡路大震災の死亡原因の約 80％が「圧死」です。

そのため、家屋の耐震性強化に取り組むことが地震対策において重

要となります。特に昭和 56 年以前の建物は、大地震が発生した際に

大きな被害を受ける可能性があるため、注意が必要です。

　市では木造住宅の耐震相談を受け付

けています。詳細は右記 QR コードから

市ホームページをご覧ください。

家具類の転倒・落下・移動の防止家具類の転倒・落下・移動の防止✓
　近年発生した大地震による負傷者の 30 ～ 50％が、家具類の転倒・

落下・移動が原因です。特に、マンションや団地の高層階など、揺

れが大きくなりやすい場所にお住まいの方は早めに対策

をしましょう。

　家具類の転倒・落下防止対策については、

右記 QR コードから「東京都耐震ポータルサイ

ト」をご覧ください。

出典：財団法人消防
科学総合センター

地 震 の備えはできていますか？巨 大

ジョージ防災研究所代表 防災アドバイザー

小野修平氏

正しい知識で、「賢く」・「自分に合った」備えを

▼トイレなど、家庭での十分な備えを

　新型コロナウイルスの影響もあり、限

られた避難所の収容人数はさらに縮小さ

れるため、大地震が起きた際、自宅が無

事であれば基本は在宅避難が求められ

ます。そのためには、今まで以上に家庭

での備えを充実させることが大切です。

　家庭での備えで一番大事なのは「トイ

レ」です。いくら水や食料を備えていたと

しても、トイレの環境が悪いと体調を崩し

てしまい、場合によっては亡くなることも

あります。助かった命を守るためには、衛

生面に特に気を遣わなければなりません。

　断水が起きた際に、バケツに水を汲んで

トイレに流す方法をよく聞きますが、良い

とは言えません。地震の揺れで家の排水管

が壊れているのを知らずにトイレに水を流

すと、汚水が溢れたり汚物が逆流する場合

があるためです。このように「防災対策と

して聞いたことがあるからなんとなく」で

やると、災害時に後悔するかもしれません。

　　備えの一つは、携

　帯用・簡易用の災害

　トイレを用意するこ

　とですが、必要日数

　　分買うとコストが

　　かかるので、それ

以外にできる処理方法も組み合わせてみ

てください。例えば、トイレの便器が使え

そうであれば、45Ｌのポリ袋と、トイレッ

トペーパーや古紙、介護用・赤ちゃん用お

むつやペット用品を組み合わせて利用する

のも手です。このように、正しい知識を持っ

て「賢く」災害に備えることが重要です。

▼「自分に合った」防災対策をしましょう

　物の備えについては、年齢や性別、障

害の有無など、個々の状況に応じて必要

なものを用意しましょう。特に大事なの

は、「自分の命をつなぐために必要なも

の」。例えば、非常用持ち出し品として

は、印鑑や通帳、保険証などの再発行

が効くものよりも、飲んでいる薬が分か

るもの（おくすり手帳のコピーなど）が

必要です。また、栄養バランスの偏りに

も注意が必要です。たんぱく質やビタミ

ン、ミネラルも摂れるように賞味期限が

長い食品を多く備蓄しておいたり、豆乳

や野菜ジュースなどのパック飲料を水

と合わせて備える方法がおすすめです。

　しかし、災害への備えが大事だと思っ

ていても、なかなか行動に移せない方

も多くいるかと思います。無理をせず、

手を付けやすそうな部分から防災対策

にぜひ取り組んでみてください。

「首都直下地震等による東京の被害想定報告書」
(平成 24 年 4 月東京都 )

図 1

図 2

※合計は小数点以下の四捨五入で合わない場合があります。
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台風 19 号発生時の多摩川中央公園河川敷の様子

台風第 19 号通過時の
多摩川 (明神下公園付近 )の様子

市
民
意
見
交
換
会
を
受
け
て
、

現
在
、
市
で
は
次
の
よ
う
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

過
去
の
風
水
害
か
ら
学
ぶ

過
去
の
風
水
害
か
ら
学
ぶ

台
風
第
19
号
が
福
生
市
に
も
た
ら
し

た
前
例
の
な
い
被
害

　

令
和
元
年
10
月
に
発
生
し
た
「
令

和
元
年
東
日
本
台
風
」(

以
下
「
台

風
第
19
号
」)

は
、
静
岡
県
や
関
東

甲
信
地
方
、
東
北
地
方
を
中
心
に
広

い
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、

日
本
列
島
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　

福
生
市
で
も
猛
威
を
振
る
い
、
市

内
各
地
に
爪
痕
を
残
し
た
台
風
第
19

号
。
福
生
市
で
の
総
雨
量
は
400
㎜
強

と
な
り
、
記
録
的
な
降
雨
量
に
。
ま

た
、
南
田
園
・

北
田
園
地
区
に
初
め

て
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
洪
水
警

報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
2
日
間
で

避
難
所
を
11
か
所
開
設
し
、
避
難
し

た
市
民
は
約
１
，
６
０
０
人
に
の
ぼ

～
台
風
第

～
台
風
第
1919
号
の
経
験
を

号
の
経
験
を
糧糧か

て
か
て

に
～　
に
～　

市
民
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た

市
民
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た

　　　　

市
で
は
台
風
第
19
号
を
機
に
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
か
ら
意
見
を
伺
う
た
め
、
令

和
元
年
12
月
10
日
に
一
般
公
開
形
式

で
「
令
和
元
年
台
風
第
19
号
対
応
に

係
る
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」
を
も

く
せ
い
会
館
で
開
催
。

　

交
換
会
に
は
市
長
を
は
じ
め
、
避

難
指
示
を
発
令
し
た
田
園
地
区
の
自

主
防
災
組
織
の
代
表
者
等
の
ほ
か
、

市
内
の
多
く
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。
当
時
の
被
災
状
況
や
市
の
対
応

な
ど
の
情
報
共
有
、
ま
た
今
後
の
災

害
対
策
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
今
後
の
課
題

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。　

▲市民意見交換会の様子

り
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
、
福
生
市
で
は
負
傷
者

等
の
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
福
生
南
公
園
が
全
体

冠
水
、
多
摩
川
中
央
公
園
・

福
生
か

に
坂
公
園
・

原
ヶ
谷
戸
ど
ん
ぐ
り
公

園
・

中
福
生
公
園
で
一
部
冠
水
し
た

ほ
か
、
道
路
上
へ
の
倒
木
な
ど
、
台

風
第
19
号
の
勢
力
の
強
さ
を
物
語
る

被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

　　

近
年
、
こ
う
し
た
豪
雨
に
よ
る
風

水
害
が
毎
年
の
よ
う
に
日
本
列
島
を

襲
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖

化
の
進
行
に
伴
い
、
大
雨
や
短
時
間

に
降
る
雨
の
頻
度
は
さ
ら
に
増
加
す

る
と
も
予
測
さ
れ
て
お
り
、
今
後
ま

す
ま
す
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
風
水
害

が
発
生
す
る
可
能
性
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

台風第 19 号通過後の福生南公園

台風第 19 号通過後の多摩川中央公園

〇
市
民
意
見
交
換
会
後
に
庁
内
検

証
会
議
を
行
い
、
新
た
に
備
品
配

備
の
た
め
の
予
算
を
確
保

〇
新
た
に
「
風
水
害
時
初
動
活
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
、
そ
れ

に
基
づ
い
た
総
合
防
災
訓
練
を
実

施〇
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
の
た
め
の

施
設
を
確
保

ー台風第 19 号で福生

市に避難指示が出た

ときどうしましたか？

古谷：古谷：私は一人暮ら

しなのですが、知り

合いの消防団員の方に「みんな避難しているし危な

いから」と声を掛けてもらって、家が川のすぐ近く

なので、避難することにしました。そうやって声を

掛けてくださらなければ、家にいたと思います。

松田：松田：私も台風第 19 号のときは、家が揺れるほど

風が強かったので怖くなって、明るいうちに早めに

夫と歩いて近くの中学校に避難しました。その時は

雨がすごく降っていたので、必死で歩きましたね。

佐藤：佐藤：防災行政無線放送も聞こえないくらい雨が

強かったですもんね。私は自分の家に息子家族を

避難させました。でも台風が心配な気持ちと普段

の家とは違うこともあって、なかなか寝られなかっ

たみたいです。そう思うと、体育館などに避難した

人はもっと気疲れするんだろうなと思いましたね。

ー実際に災害に直面してみて初めて分かるという

こともあると思うのですが、避難時に持参して良

かったものはありましたか？

松田：松田：私は避難所にスリッパを持っていきました。

これはハザードマップの持ち出し品の中に書いて

なかったのですが、やっぱり体育館の中を素足で歩

くのは嫌だったし、トイレも嫌だったので、スリッ

パを持っていって一番良かったと思いました。

佐藤：佐藤：みんな使うトイレだし、体育館だしね。

松田：松田：あと、2Ｌの水を自分と夫の分 2本と、紙コッ

プを持っていきました。直接ペットボトルから飲

むと雑菌が付くので、重宝しました。なので、常

に紙コップと 2 Ｌの水はうちに何本も置いてあり

ます。あとはアルミシート。寒かったのと、下に

敷くこともできるので良かったですね。

ーなるほど。ハザードマップに載っていないもので

も自分に必要だと思うものを持って行ったんですね。

松田：松田：あと、私は花粉症なので

常にマスクは何枚か持っていた

けど、消毒用のティッシュとか

は持ってたほうがいいですね。

古谷：古谷：コロナが流行している今

は特に必要ですよね。あと風水害被害の大きかっ

た田園地区では、年配の方で声を掛け合って、施

設あたりに避難した方もいたみたいですね。

ー災害時にはご近所の方などに声を掛け合うことも

大事ですね。そのためには、普段から周りの住民の

方とコミュニケーションを取っておきたいものです。

佐藤：佐藤：でも、今は人とあまり関わりたくないとい

う方が増えましたね。町会の加入率も低くなりま

したし。「どうして入らないの？」って聞くと、「ど

うしても人との関わりが」ってね。特に今はコロ

ナの影響で外に出られないことも影響しているか

と思います。

古谷：古谷：災害時は自分で身を守るのもそうだけど、近

所の人で助け合わなきゃいけないですよね。

松田：松田：やっぱりお互いの交流が一番だと思いますの

で、ぜひ町会にも目を向けていただきたいですね。

佐藤：佐藤：信頼関係があると、いざというときに声を

掛けたり助け合いやすくなりますからね。

ー災害時には消防や行政機関がすぐに助けに行けな

いこともあるでしょうし、「自助」の備えに加えて、

地域の方たちがお互いに顔見知りになり、信頼関係

を築いていく「共助」も合わせて必要だということ

ですね。皆さん、本日はありがとうございました！

福生防災女性の会

台風第 19 号台風第 19 号
　ホンネの座談会　ホンネの座談会

福生防災女性の会とは

佐藤さん佐藤さん

福生防災女性の会 福生支部の方々

松田さん松田さん 古谷さん古谷さん

　福生市、羽村市、

瑞穂町に住む女性

で構成され、現在

は 3 支 部・ 全 96

名が地域の防災

リーダーとして、

防火防災思想の普

及・啓発に努めている自主防災組織です。

　地域や家庭での防火防災活動のほか、福生消

防署や市町が実施するイベントや防災訓練に参

加するなど、積極的に活動しています。

　今回は、同会の会員である 3 名に、台風第 19

号当時の避難状況や感じたことなどをお話しし

ていただきました (以下敬称略 )。

▲七夕まつりの火災予防パレード
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な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

南
田
園
地
区
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
自
主
防
災
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
、
南
田
園
四
地

区
自
主
防
災
組
織(
南
田
園
一
丁

目
・

二
丁
目
・

三
丁
目
・

福
生
団
地
自

治
会)

が
協
力
し
て
平
成
10
年
か

ら
実
施
し
て
い
る
「
四
地
区
合
同 

水
・

防
災
訓
練
」
で
す
。
風
水
害
被

害
の
大
き
い
同
一
地
区
の
住
民
が

防
災
に
関
し
て
共
通
認
識
を
持
ち
、

共
助
の
気
持
ち
を
醸
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
訓
練
で
、
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ト
の

組
み
立
て
や

応

急

救

護
、

多
摩
川
定
点

カ
メ
ラ
見
学

な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
9
月
に
は
南
田

園
四
地
区
自
主
防
災
組
織
が
協
力

し
て
「
南
田
園
地
区
防
災
マ
ッ
プ
」

を
独
自
に
作
成
し
、
全
戸
配
布
し
ま

し
た
。
マ
ッ
プ
に
は
、
洪
水
時
の
指

地
域
一
体
で
「
助
け
合
い
の
心
」
を

地
域
一
体
で
「
助
け
合
い
の
心
」
を

「
共
助
」

「
共
助
」
の
輪
を
つ
な
ぐ

の
輪
を
つ
な
ぐ

南田園一丁目町会長 持
も ち だ

田洸
たけし

さん

　

今
回
、
長
年
に
わ
た
っ
て
地
域
活
動
に
従
事
さ
れ
て
い
る
南
田
園
一
丁
目

町
会
長
・
持
田
洸
さ
ん
に
、
台
風
第
19
号
当
時
の
状
況
や
、
「
共
助
」
に
つ
な

が
る
地
域
活
動
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
　

風
第
19
号
の
田
園
地
区
へ
の
影

　
　

響
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
、
福

生
南
公
園
と
多
摩
川
中
央
公
園
は

冠
水
し
、
多
摩
川
の
水
位
は
さ
く
ら

提
づ
つ
み

土
手
の
1.5
ｍ
ま
で
上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
田
園
地
区
に
福
生
市
で
初

め
て
の
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
当

町
会
で
は
総
世
帯
の
71
％
に
当
た
る

134
世
帯
が
指
定
避
難
所
や
ご
親
戚
の

家
な
ど
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

町
会
と
し
て
も
単
身
の
高
齢
者
の

方
な
ど
に
「
ど
う
し
ま
す
か
、
逃
げ

ま
す
か
。」と
お
声
掛
け
し
た
も
の
の
、

田
園
地
区
は
低
位
置
の
た
め
避
難
所

ま
で
登
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
足
腰
の
悪
い
高
齢
者
は
も
ち

ろ
ん
、
若
い

方
で
も
、
暴

風
雨
の
中
で

避
難
所
に
向

か
う
の
は
大

変
な
状
況
で

し
た
。

身
に
染
み
た
「
共
助
」
の
大
切
さ

地
域
の
防
災
活
動
で
次
の
備
え
へ

　

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
災
害
に
直
面
し
、
改
め
て
「
共

助
」
の
重
要
性
を
認
識
し
、
同
じ

よ
う
な
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、

最
小
限
の
被
害
に
抑
え
な
け
れ
ば

定
避
難
所
と
利
用
で
き
な
い
避
難

所
が
色
分
け
さ
れ
て
い
た
り
、
行
政

等
か
ら
の
情
報
に
対
し
て
と
る
べ
き

行
動
な
ど
が
明
記
し
て
あ
り
ま
す
。

3
つ
の
町
会
が
行
っ
た
台
風
第
19
号

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
マ
ッ

プ
が
と
て
も
役
に
立
っ
た
」
と
い
っ

た
お
声
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
「
地
域
全
体
で
取
り
組

む
防
災
活
動
」
が
評
価
さ
れ
、
令
和

3
年
1
月
に
南
田
園
四
地
区
自
主

防
災
組
織
へ
、東
京
消
防
庁
か
ら「
第

17
回
地
域
の
防
火
防
災
功
労
賞
」
の

「
優
良
賞
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
か
ら
災
害
へ
の
危
機
意
識
と

地
域
と
の
つ
な
が
り
を

　

災
害
へ
の
備
え
で
大
事
な
こ
と

は
「
声
掛
け
」
。
町
会
に
入
っ
て
い

て
も
い
な
く
て
も
、
ご
近
所
で
の

普
段
か
ら
の
声
掛
け
な
ど
地
域
の

つ
な
が
り
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
力
を
発
揮
し
ま
す
。
ま
た
、
災

害
時
に
「
自
分
は
大
丈
夫
だ
」
と

思
わ
ず
、
常
に
危
機
意
識
を
持
つ

こ
と
も
大
切
で
す
。　

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
常
日
ご
ろ
か
ら
「
自
分

や
家
族
で
で
き
る
こ
と
」「
近
所
で
力

を
合
わ
せ
て
で
き
る
こ
と
」

な
ど
に
つ
い
て
考
え
、

災
害
に
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

台

地
域
全
体
で
取
り
組
む
自
主
防
災
活
動

▲南田園地区防災マップ ▲ベットの組み立ての様子

▲福生南公園の被害状況

　市では、災害時に自力で安全な場所へ避難することが困難な方な

どの第三者の支援を必要とする方を対象に、登録受付を行い「避難

行動支援希望者登録台帳」を作成しています。

　登録された方の情報は、地域の自主防災組織、民生委員・児童委

員のほか、消防団、消防署、警察署、社会福祉協議会などの関係機

関にも提供されることにより、災害発生時の安否確認や避難誘導等

の支援活動を迅速にできるようにします。

　登録申請などの詳細は、市役所第一棟 2 階安全安心まちづくり課

防災係（☎ 551・1638）へお問い合わせください。

避難行動支援希望者登録の仕組み

支援希望者

地域の支援者 福生市役所

登録申請登録申請

・台帳の作成・台帳の作成
・情報提供・情報提供

・安否確認・安否確認
・避難行動支援・避難行動支援

板
いたでらまさゆき

寺正行氏 ( 福生市民生委
員・児童委員協議会会長 )

　
　

の
事
業
で
あ
る
「
避
難
行
動
支
援
希
望
者
登

　
　

録
」
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
民
生
委
員
・

児

童
委
員
が
、
平
成
29
年
に
民
生
委
員
制
度
創
設
100

周
年
を
迎
え
た
際
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

積
極
的
な
周
知
活
動
を
行
い
、
登
録
台
帳
作
成
の

協
力
に
携
わ
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
登
録
者
数
は
、
前
年
の
3
倍
増
と
な
る

結
果
と
な
り
、
支
援
希
望
者
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
に

気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
際
の
災
害
時
に
私
た
ち
は
、
市
へ
の
協
力
体

制
と
し
て
、
名
簿
へ
登
録
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て

避
難
の
呼
び
か
け
や
、
避
難
所
へ
の
誘
導
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

市
の
総
合
防
災
訓
練
の
際
は
、
登
録
者
の
訪
問
お

よ
び
安
否
確
認
な
ど
も
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
は
、
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て

活
動
し
て
い
る
私
た
ち
で
す
が
、
近
年
は
災
害
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
お
け
る
支

援
に
つ
い
て
も
、
よ
り
一
層
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
町
会
・
自
治
会
や
消
防
団
な
ど
の
関

係
機
関
と
、
組
織
的
な
横
の
連
携
も
取
り
入
れ
て

い
く
こ
と
で
、
要
支
援
者
の
さ
ら
な
る
安
全
安
心

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
も
し
も
」
の
時
の
た
め
の
避
難
行

動
支
援
希
望
者
登
録
が
さ
ら
に
浸
透
し
、
登
録
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
防
災
意
識

が
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
「
支
援
す
る
側
」
の
仲
間
に
な
っ

て
い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

「
も
し
も
」
の
時
の
た
め
の
登
録
制
度

　

そ
の
浸
透
が
地
域
の
防
災
意
識
の
向
上
に

お写真

市

～自力で避難することが難しい高齢者・障害者の方へ～～自力で避難することが難しい高齢者・障害者の方へ～

ご存知ですか？ご存知ですか？  

　　「避難行動支援希望者登録」　　「避難行動支援希望者登録」



「もしも」にいまから えよう。備
―防災特集―　「自助」 「共助」 「公助」 で命を守る5 令和 3年 3月 15 日　広報ふっさ　No.1067

お
わ
り
に

防
災
特
集　

終

　

２
０
１
１
年
3
月
11
日
午
後

2
時
46
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

9.0
の
日
本
国
内
観
測
史
上
最
大

の
大
地
震
が
発
生
し
、
東
北
地

方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。
あ

れ
か
ら
今
年
で
10
年
が
経
ち
ま

し
た
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

災
害
へ
の
恐
怖
を
改
め
て
痛
感

す
る
も
、
な
か
な
か
防
災
対
策

に
行
動
を
移
せ
な
い
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

特
に
い
ま
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
不
安
で
、
防
災

対
策
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
感
じ

る
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
災
害
は
そ
ん
な
事
情

も
関
係
な
く
突
然
発
生
す
る
も

の
で
す
。

　

災
害
が
、
い
ま
こ
の
瞬
間
に

起
き
た
と
し
て
、
ご
自
身
や
家

族
、
大
切
な
人
の
命
を
守
れ
る

準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
る
た
め
、
そ
し
て
、

東
日
本
大
震
災
の
記
憶
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
に
。
こ
の
特
集

が
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
を
高
め

る
き
っ
か
け
と
な
れ
た
ら
幸
い

で
す
。

事前に携帯電話やスマートフォンに登録・ダウンロードをしてください！事前に携帯電話やスマートフォンに登録・ダウンロードをしてください！

　災害時はインターネット回線が混み合い、つながりにくくなる恐れがあります。もしものときに

必要な情報が得られなくなることを防ぐために、今のうちに携帯電話やスマートフォンに登録・ダ

ウンロードをして災害に備えましょう。

害時・避難時に
ご活用ください！災

　市民の皆さんの、本特

集のご意見や感想をぜ

ひ、お聞かせください。

　ご意見は、右記QRコー

ドから投稿できます。

「ローリングストック」を実践しましょう！

①蓄える

②消費する③補充する

3日分以上を
蓄えておく

賞味期限の近い
ものから使う

使った分を
補充する

　　ローリングストックとは、普段から少し多めに食材、加工品を買って

おき、消費したら消費した分だけ買い足していく備蓄方法のことです。

　食料等を一定量に保ちながら、消費と購入を繰り返す食料等を一定量に保ちながら、消費と購入を繰り返すことで、備蓄

品の鮮度を保ちながら、非常時にも普段食べ慣れた食品を安心して食

べることができます。

　　非常持ち出し用の荷物は、リュックサックなどで 1～ 2

個にまとめ、すぐに持ち出せるところに置いておきましょう。

　また、書いてあるものをそのまま用意せず、「自分や家族書いてあるものをそのまま用意せず、「自分や家族

にとって必要なもの」を考えてにとって必要なもの」を考えて準備することが大切です。

※詳細は右記QRコードから市ホームページをご参照ください。

▼ふっさ情報アプリ「ふくナビ」

　　本アプリの「防災」メニューには、

ハザードマップや避難所情報などを

掲載しています。

　また、市ホームページやふっさ情

報メールとも連動しており、市の最

新の情報をご覧いただけます。
▲ iPhone▲ Android

下記 QR コード
からダウンロー
ドしてご利用く
ださい。

▼防災無線音声確認ダイヤル

☎ 042・539・2061

　　防災行政無線の放送内容が

聞こえなかったり、聞き逃し

たりした場合は、下記の電話

番号に掛けることで確認できます。

▼ふっさ情報メール

　　市では、登録された方の携帯電話・

パソコンに、防災・防犯情報などの

情報を配信しています。

　登録は、右記 QRコー

ドを読み取り、登録ペー

ジにアクセスして、空メー

ルを送信してください。

▼防災マップ、多摩川洪水・内水ハザードマップ
で市内の危険区域を確認！

　　「防災マップ」には、地震発生時にどこに避難したら良いか、

またどのような行動を取れば良いかなどの情報が載っています。

　「多摩川洪水・内水ハザードマップ」には、洪水時に、市

内でどのような被害が発生するか、また、その時にどこへ避難し

たら良いかなどの情報が掲載されています。

二次災害に備えましょう

地震発生後の火災に要注意！

在宅避難や親戚・友人の家などへの分散避難の検討

マスクの着用、感染症対策の必要物品の持参

を準備しましょう

感染症流行下における避難の注意

災防 ズッグ

ご意見をお聞かせくださいご意見をお聞かせください

▲多摩川洪水・内水ハザードマップ

PDF データ版の
ダ ウ ン ロ ー ド
は、下記 QR コー
ドから市ホーム
ページをご利用
ください。

　　東日本大震災における火災の発生原因のうち、54％が地震の揺れに伴東日本大震災における火災の発生原因のうち、54％が地震の揺れに伴

う電化製品からの出火等、電気関係であったう電化製品からの出火等、電気関係であったという報告があり、地震発生

後の停電復旧時にも火災が発生しています。

　設定値以上の揺れを感知した際に自動でブレーカーを切る「感震ブ

レーカー」を設置することで、地震に起因する火災を防止することがで

きます。ご自宅での設置をご検討ください。

　　感染拡大防止のため、避難所内ではマスクの着用をお願い

します。また、市の備蓄品に限りがありますので、体温計や

消毒用アルコールなどは原則、ご自身で用意をお願いします。

※避難時の感染症対策について、詳細は右記 QR コードから市

ホームページをご覧ください。

　　自宅での安全確保が可能な場合、感染リスクを負ってまで避難自宅での安全確保が可能な場合、感染リスクを負ってまで避難

所に行く必要はありません。所に行く必要はありません。自宅が危険な場合でも、避難所だけ

ではなく、車中泊や安全な親戚・友人宅への避難を検討しましょう。
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防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
り
、
聞
き
逃
し
た
り
し
た
場
合
は
☎
042
・

５
３
９
・

２
０
６
１
で
内
容
を
確
認
で
き
ま
す

新型コロナウイルス感染症関係情報新型コロナウイルス感染症関係情報

【人口と世帯数（令和3年 3月1日現在）】【人口】〈男〉28,441〈女〉28,446〈計〉56,887【世帯数】30,219【問合せ】総合窓口課☎ 551・1595

　新型コロナウイルスワクチン接種業務に従事していただく看護師

（会計年度任用職員）を募集します。

【募集人員】若干名

【任用期間】4 月 12 日㈪～ 9 月 30 日㈭※期間延長の可能性あり・再

度任用なし

【勤務日時】健康課が指定する日時（シフト制※特に水・木・土曜日）

①午前 8時 30 分～午後 0時 30 分（うち 3時間 30 分～ 4時間）

②午後 1時～ 5時（うち 3時間 30 分～ 4時間）

③午前 8時 30 分～午後 5時（うち 7時間～ 7時間 30 分）

【報酬】時間額 2,700 円（予定）

【受験資格】看護師または准看護師資格を有する方

※地方公務員法第 16 条の欠格条項に該当する方は、受験できません。

【試験日】3月 24 日㈬
【試験方法】面接

▼申込受付（郵送受付のみ）

【期間】3月 22 日㈪まで（必着）

※申込みは簡易書留による郵送受付のみとし、

申込書類は返却しません。

【申込書類】履歴書（写真貼付）、看護師または准看護師免許書の写し

【郵送先】〒 197-8501 福生市本町 5福生市役所職員課宛

※封筒に「看護師申込」と朱書きでご記入ください。

◎勤務条件等の詳細は、右記 QR コードから市ホームペー

ジでご確認ください。

【問合せ】職員課☎ 551・1589

「新型コロナウイルスワクチン接種看護師」を募集しています

　接種に関する問合せや、予約受付が

開始された際にインターネットでの

予約を代理で受け付けるコールセン

ターを、3月 1日から設置しています。

※現在、接種開始日は未定です。

【設置期間】9 月 30 日㈭まで（日・祝

日を除く）※状況により、期間を延長する可能性があり

ます。

【受付時間】午前 8時 30 分～午後 5時 15 分

【電話番号】【電話番号】☎☎ 0570・0625000570・062500
【外

がいこくじん

国人の方
かた

へ】新
しんがた

型コロナウイルス（COVID-19）の ワク

チンを 打
う

つことに ついては、 福
ふ っ さ し

生市の コールセンター

で 「英
え い ご

語」「中
ちゅうごくご

国語」「韓
かんこくご

国語」「ベトナム語
ご

」「ネパール語
ご

」「ス

ペイン語
ご

」「ポルトガル語
ご

」「タイ語
ご

」「タガログ語
ご

」でも 

確
かくにん

認や 予
よ や く

約が できます。

新型コロナウイルスのワクチン接種について（3月 9日時点）

【費用】無料【費用】無料
●ワクチンの効果を高めるため、1人2回接種します。

● 1 回目の接種から 3 週間の間隔で、2 回目の接種

を受けていただきます。

● 1 回目と 2 回目は同じ製薬会社のワクチンを接種

する必要があります。

〈集団接種〉福生地域体育館（武蔵野台 1-8-7）〈集団接種〉福生地域体育館（武蔵野台 1-8-7）
〈個別接種〉現在未定〈個別接種〉現在未定
　原則として、住民票所在地の市町村（住所地）の医療機関や接種場所で接種を

受けていただきます。なお、次のような事情のある方は、必要な手続きを行うこ

とで、住所地以外でもワクチンを受けていただくことができる見込みです。

●入院または入所中の住所地以外の医療機関や施設でワクチンを受ける方

●基礎疾患で治療中の医療機関でワクチンを受ける方

●お住まいが住所地と異なる方 など 

◎詳細や今後の最新

情報は、こちらの QR

コードから市ホーム

ページでご

覧いただけ

ます。

コールセンターを
　　　　　　設置しています

接種場所

接種方法について

▲ QR コード

「
声
の
市
議
会
だ
よ
り
」
を
お

届
け
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
福
生
い
と
で
ん
わ
」

と
協
働
で
、
視
覚
障
害
者 

（
１
・

２
級)

の
方
に
「
声
の
市
議
会

だ
よ
り
」(

Ｄデ

イ

ジ

ー

Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
方
式

の
Ｃ
Ｄ
版)

を
お
届
け
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
と
は

　

デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
の
国
際

標
準
で
、
聴
き
た
い
と
こ
ろ
を

ペ
ー
ジ
や
見
出
し
で
す
ぐ
に
検

索
で
き
る
な
ど
、
情
報
検
索
性

に
優
れ
て
い
ま
す
。

　

専
用
の
再
生
機
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
利
用
対
象
者
は
日
常

生
活
用
具
と
し
て
給
付
を
受
け

ら
れ
ま
す
（
利
用
者
1
割
負
担
）。

【
問
合
せ
】
議
会
事
務
局
庶
務

係
☎
551
・

１
５
２
３

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
中
で
す

　

福
生
市
で
は
、

東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
て
い

た
だ
け
る
方
に
は
、
聖
火
リ

レ
ー
公
式
ロ
ゴ
入
り
Ｔ
シ
ャ
ツ

や
福
生
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ッ
ズ
を
配
付
し
ま

す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
聖
火
リ
レ
ー

を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

【
日
時
】
7
月
12
日
㈪
午
後　

※
2
～
4
時
間
程
度
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

【
場
所
】
睦
橋
交
差
点
か
ら
福

生
市
役
所
ま
で
の
間
で
、
市
が

指
定
す
る
場
所
※
活
動
内
容
に

よ
り
、
聖
火
リ
レ
ー
を
実
際
に

観
覧
で
き
な
い
場
所
へ
の
配
置

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
】
①
２
０
０
３
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
②
日

本
国
籍
を
有
す
る
方
ま
た
は
日

本
に
居
住
す
る
資
格
を
有
す
る

方
③
市
が
指
定
す
る
日
時
の
説

明
会
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
方

等
【
活
動
内
容
】
沿
道
整
理
、
セ

レ
モ
ニ
ー
会
場
運
営
補
助
等

【
処
遇
】
①
活
動
に
お
け
る
報

酬
は
無
償
と
し
、
交
通
費
や
食

事
代
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
②
聖
火
リ
レ
ー
公
式
ロ
ゴ

入
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
お
よ
び
タ
オ
ル

ほ
か
、
福
生
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ッ
ズ
を
配
付
す

る
予
定
で
す
。

【
募
集
人
数
】
400
人
程
度

【
申
込
方
法
】
4

月
30
日
㈮
ま
で

に
、

下

記

Ｑ

Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、
郵

送
（
〒
197
―
８
５
０
１
福
生
市

本
町
5
福
生
市
役
所
企
画
調

整
課
宛
）
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（

553
・

４
４
５
１
）
で
、
①
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
②
生
年
月
日 

③
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
④
職
業
（
学
生

の
場
合
は
学
校
名
）
⑤
障
害
の

有
無
（
ま
た
は
配
慮
が
必
要
な

内
容
）
⑥
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
サ
イ

ズ
（
XS
・

S
・

M
・

L
・

2L
・

3L
の

う
ち
2
サ
イ
ズ
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。）
⑦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
の
有
無
を
記
載
し
て
企
画

調
整
課
企
画
調
整
担
当
へ
。

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課
企
画

調
整
担
当
☎
551
・

１
５
２
８

▲ QR コード
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防
災
情
報
の
配
信
な
ど
、
生
活
に
役
立
つ
「
ふ
っ
さ
情
報
メ
ー
ル
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
登
録
方
法
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

ご意見 ご意見に対する市の考え方
　計画には、市民会館を福生駅西口の施

設に移転する案がある。ただ、移転先の「マ

ルチスペース」( 大 ) は、600 ～ 800 人ほ

どの収容人数で、今の市民会館の 1,000

人以上の収容能力と比べると、かなり手

狭になる印象がある。これまで発表会や

イベントで使っていた方が不便を感じた

り、場合によっては利用をとりやめる可

能性もある。都立高校の演劇コンクール

の会場としても長く利用されており、そ

うした高校生の発表の場を奪ってしまう

ことも心配される。このような市外の利

用者や、 学生の利用状況にも留意する必

要があると思う。

　さらにコロナ禍においては、会場の「密」

が懸念されており、施設の縮小はそうし

た流れにも逆行するほか、文化施設とし

ての設備が後退する懸念がある。

　また今の市民会館は、福生市民だけで

なく、近隣の住民からも重宝されており、

利用の際には、福生市内で飲食をしたり

買い物に寄ったりするが、もし移転によ

り不便になり、利用者が減れば、そうし

た面で福生市の経済にも悪影響があると

思う。

　また、移転によって牛浜駅近隣の商店

がダメージ受けることは間違いない。コ

ロナ禍で、飲食店をはじめとした多くの

お店が苦境に立たされる中、そうした点

も心配である。

　今の市民会館は、大変すばらしい施設

であり、市民と市職員が協力して長年作

り上げた市の財産だと思う。ぜひ今の姿

で存続することを強く希望する。

　福生市民会館については、建築後 40 年

を超え老朽化が進んでいることや福生駅

西口地区に整備を予定している公共施設

（以下、「西口地区公共施設」）に類似す

る機能の導入が予定されていることから、

当該公共施設に移転、集約することを検

討しています。

　ご指摘のとおり、西口地区公共施設の

マルチスペース機能は、収容能力等にお

いて市民会館の大ホールと同等にならな

い計画となっておりますが、今後の公共

施設の維持・更新にかかる経費や人口減

少予測を踏まえますと、市が保有する施

設の総量抑制、縮小および同じスペース

をさまざまな機能で共用する「重ね使い」

のような工夫が必要であると考えます。

　また、市民会館の西口地区公共施設へ

の移転・集約について「文化施設として

の設備が後退する」懸念については、さ

まざまな施設機能との複合化によって得

られるメリット、利便性の高い立地とい

うメリット、現在の市民会館の利用状況

およびもし移転した場合、市民会館の跡

地をどう活用するのか等も踏まえ、多角

的に検討していきます。

　牛浜駅近隣の商店への影響については、

仮に市民会館機能が移転した後、跡地を

どのように利用するのかが決まらないと

見定めることができませんが、牛浜駅周

辺は市のほかの計画においても、公共、

民間それぞれの機能を集積させていくと

されており、これらを推進していきたい

と考えます。

▼福生市個別施設計画（案）

【問合せ】行政管理課☎ 551・1580

▼福生市農業振興計画（案）

【問合せ】シティセールス推進課産業活性化グループ☎ 551・1699

▼福生市環境基本計画第 3期中期実施計画（案）

【問合せ】環境課環境係☎ 551・1718

▼第 4期福生市バリアフリー推進計画（案）

【問合せ】社会福祉課福祉総務係☎ 551・1522

▼福生市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（第 8期）（案）

【問合せ】介護福祉課高齢福祉係☎ 551・1751

▼福生市空家等対策計画（案）

【問合せ】まちづくり計画課住宅グループ☎ 551・1961

▼福生市立図書館基本計画（改定）（案）

【問合せ】中央図書館管理係☎ 553・3111

ご意見 ご意見に対する市の考え方

　障害者施設と共同での農業ハウスにつ

いて、特に精神疾患（うつや適応障害など）

の方に農作業は効果があるばかりか、そ

の特性を生かすことで就労にも繋がりま

す。農家レストランとも協力することも

良いと思います。跡継ぎで悩んでいる方

への方策にもなるのではないでしょうか。

　農福連携事業については、まずは関連

部局や協力農家と連携を図ることが重要

であるという考えから、「関連部局、協力

農家との連携体制強化（40 ページ）」に

盛り込まれていると考えます。このこと

を分かりやすく明示するため、農福連携

事業についての説明文を 39 ページに記載

します。また、47ページ以降の用語解説で、

農福連携の解説を追加します。

ご意見 ご意見に対する市の考え方
　36 ～ 39 ページ「基本目標２」心のバ

リアフリーについて

・障害・障害者の理解を深めてもらう機

会について重要視していただきたい。学

校教育の一環として福祉体験は行われて

いるが、体験だけではなく、当事者との

交流や行事等への参加など、きっかけ作

りを希望する。

・昨今自然災害が多発しており、その都

度、障害者が避難活動・避難生活におい

て困難な状況に置かれるという事例があ

る。災害対策について、発災時を想定し

た具体的対策を、幅広い関係者間での情

報交換ができればと考える。

　心のバリアフリー・ユニバーサルデザ

インを推進するため、小・中学校におい

て人権教育の推進を行います。東京都教

育委員会「人権教育プログラム」に基づき、

人権尊重の理念を定着させ、偏見や差別

をなくすための人権教育を推進します。

　また、災害時に自力で避難できない方

等の避難行動要支援者に対する支援を行

うため、自主防災組織や民生委員・児童

委員、消防署や消防団、警察署、社会福

祉協議会と連携協力し、防災訓練時等に

おいて、情報交換・連携を行います。

▼第 6期福生市地域福祉計画（案）

【問合せ】社会福祉課福祉総務係☎ 551・1522

ご意見 ご意見に対する市の考え方
　89 ページ 第７章 計画の推進に、 PDCA

サイクルの説明があり、 推進会議におい

て進捗状況の把握・管理を行うことになっ

ています。再犯防止推進計画は今回初め

て盛り込まれた施策と思われ、 多くの部

署が連携して行う施策となっています。

本推進委員会で適切に管理されるよう要

望します。

　89 ページ 第７章 計画の推進に記載の

とおり、本計画の推進にあたって、庁内

各部局が連携・協力し取り組みます。

　福生市地域福祉バリアフリー事業推進

会議を設置し、また福生市地域福祉推進

委員会による進捗状況の評価を行うこと

等で、施策を推進していきます。

ご意見 ご意見に対する市の考え方

　高齢化が進み、認知症やフレイルの予

防の重要性が特に言われるようになって

きました。認知症はどういう状態なのか、

ならないためにはどうしたらよいのか。

フレイルを予防するためには何が必要か

などを学びたいと思います。

　認知症、フレイルを予防するための生

活改善は重なっており、栄養改善や運動、

社会活動などが必要になります。また、

地域包括支援センターと地域との連携が

とても重要だと思います。

　介護保険事業計画は施策の方向性を示

すものであり、サービスや事業の詳細を

すべて記載することはできませんが、「介

護予防・フレイル予防」の必要性につい

て、多くの方に伝わるように、34 ページ

「現状と課題」の中に追加をさせていただ

きます。

　また、認知症予防にも重なる部分があ

りますので、文言を追加させていただき

ます。

ご意見 ご意見に対する市の考え方

　更地にして土地面積が広い場合は、シ

ルバー専用のアパートの建築を進める、

その場合は市が借り受けるなどの計画は

あるか。

　土地所有者と民間事業者とのマッチン

グを支援していきます。なお、現在も高

齢者住宅 ( シルバーピア ) として民間住

宅の借上げ公営住宅を設置していますが、

新たな借上げ予定はありません。

ご意見 ご意見に対する市の考え方
　35 ページ 2 地球環境問題・公害等への

取り組みについて、21 ページの【課題】
で「新たな環境問題を起因する有害化学

物質などに注視し、適切な把握・公開を

していく必要があります」とあるため、

より具体的な方策を追加してください。

　有害化学物質に対する方策について、

国や都の動向に注視し、情報収集に努め

る旨、2 地球環境問題・公害等への取り

組みの基本的な考え方に明記します。

▼第四次福生市子ども読書活動推進計画（案）

【問合せ】中央図書館管理係☎ 553・3111

ご意見 ご意見に対する市の考え方

　現在中央図書館も含めて４つの図書分

館体制になっており、市民の身近なとこ

ろに図書館があるという環境が整ってい

るため、ぜひ、維持していただきたいと

思います。福生駅西口再開発で駅前に分

館を作る計画になっていますが、中央体

育館または田園児童館に併設する方が利

便性は上がると思います。

　現在の４館から遠い地域に住む住民に

対するサービスの提供については、図書

館としても課題の 1 つとして捉えていま

す。市民にとって身近で利用しやすい図

書館であり続けるよう、今後も「福生駅

西口地区公共施設整備基本計画」や「福

生市個別施設計画」など各種計画との整

合性を図りながら、市民サービスの向上

に努めます。

ご意見 ご意見に対する市の考え方

　特別な支援や配慮を必要とする子ども

を対象とした課題等に「障害のある人へ

の取組」「外国語の本の充実」が述べられ

ているように、第四次拡充事業として障

害者サービスの充実が挙げられています。

　具体的に図書館が支援用資料リストの

作成を行うとあり、事業目標は１回となっ

ています。この事業の裏には資材の調達

や貸出事務、展示場所の確保などが必要

と思われますが、リストを作成した後の

推進はどのように考えておられるので

しょうか。

　ご意見のとおり、リストの作成時には、

資料の充実や点在する資料情報の整理、

情報提供の手法等、課題があります。そ

ういった課題を確認し、精査したうえで、

リストを作成する予定です。

　現時点では自宅からでも情報を享受で

きるよう、作成したリストのホームペー

ジへの公開および館内掲示を行い、利用

者の方への周知と利用促進に努めると同

時に、サービス内容について課題を精査

し、必要とされる施策について取り組ん

でいきたいと考えています。

　市では、1 月 5 日～ 19 日の間に、次の計画（案）等について市民意見の募集

（パブリックコメント）を行い、ご意見をいただきました。ご意見の概要と市の

考え方は次のとおりです。

　多くのご意見をいただきましたが、一部のみ掲載させていただき、その他のご

意見（計画案に対する意見のみ）については、市ホームページに掲載しています。

■次の計画（案）に関するご意見はありませんでした。
▼福生市男女共同参画行動計画（第 6期）（案）

【問合せ】協働推進課☎ 551・1590

▼福生市障害者計画・第 6期障害福祉計画・第 2期障害児福祉計画（案）
【問合せ】障害福祉課☎ 551・1742

▼福生市下水道事業経営戦略（案）
【問合せ】道路下水道課下水道グループ☎ 551・1968

パブリックコメントの結果について

【市役所・保健センターの閉庁のお知らせ】緊急事態宣言の解除に関わらず、3月 20 日㈯は、春分の日 (祝日 )のため、市役所・保健センターは閉庁します。

【問合せ】企画調整課企画調整担当☎ 551・1528
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令和 3年度の組織改正（令和 3年 4月 1日改正）について

旧組織 新組織

部 課
係・

グループ
部 課

係・
グループ

備考

企画財政
部

情報システム課
情報シス
テム係

企 画 財
政部

情報政策課
情報政策
係

マイナンバー等、デジタル化に係る総合的な企画および調整
等が図れるよう、課名・係名を業務内容に合わせて改めます。

総務部
安全安心まちづ
くり課

防災係 総務部
防災危機管理
課

防災危機
管理係

これまでの業務に加え、危機管理業務全般に取り組むため
の体制整備を図ります。

地域安全
係

【廃止】

交通安全対策に関することおよび自転車駐車場に関する計
画業務等は、交通安全対策の観点から都市建設部道路下水
道課管理・交通安全対策グループに移管します。また、防
犯に関することは防災危機管理課防災危機管理係に移管し
ます。これらの業務の移管に伴い、地域安全係を廃止します。

【新設】
福 祉 保
健部

新型コロナウ
イルスワクチン
接種担当主幹

新型コロナウイルスワクチン接種事業を円滑に実施するた
め、新型コロナウイルスワクチン接種担当主幹を設置します。

都市建設
部参事

【廃止】 準備組合の支援体制の確立および都市計画決定業務の見通
しが立つなど、配置した当初の目的が達成されたため、都市
建設部参事と都市建設部再開発支援担当主幹を廃止します。

都市建設
部

都市建設部再開
発支援担当主幹

【廃止】

道路下水道課
管 理 グ
ループ 都 市 建

設部

道路下水道課

管理・交
通安全対
策グルー
プ

駐輪場、駐車場に関することや、交通安全対策に関する業
務、道路管理に関する業務を一体的に行うこととし、グルー
プ名を改めます。また、交通災害共済事業に関することも
管理・交通安全対策グループで担当します。

施設公園課
建 築 グ
ループ

施設公園課
建築営繕
グループ

学校施設を含む公共施設等の情報の一元管理および計画的な維
持管理等を図るため、事務分掌を見直し、グループ名を改めます。

教育部

教育部特命担当
主幹

【廃止】
ICT 環境整備の前倒しにより初期整備体制が図られ、設置
した当初の目的が達成されたため、教育部特命担当主幹を
廃止し、教育施策担当主幹に統合します。

教育総務課
学校施設
係

【廃止】
学校施設を含めた施設等の情報の一元管理および計画的な
維持管理等を推進していくことに伴い、業務を建築営繕グ
ループに移管し、学校施設係を廃止します。

　４月から、事務事業の効果・効率的な実施に資するため一部部署における組織改正を実施します。

【問合せ】企画調整課企画調整担当☎ 551・1528

相談内容 実施日 時間 場所 備考
人権身の上相談

･行政相談 7 日㈬

午後 1 時 30 分～
4時 30 分

市役所 1階
第 1相談室

予約制、先着 6 人（1 人 30 分）
※相談日 1 か月前から電話で 
秘書広報課広報広聴係へ。

登記相談 1 日㈭
相続遺言等暮ら
しの手続き相談 13 日㈫

税務相談 22 日㈭

法律相談
3 日㈯ ･14 日
㈬ ･21 日㈬・
28日㈬

予約制、先着 6 人（1 人 30 分）
※相談日 6 日前から電話で秘書広
報課広報広聴係へ。

交通事故相談 15 日㈭ 午後 1 時 30 分～
4時

予約制、先着 3 人（1 人 45 分）
※相談日 1 か月前から電話で 
秘書広報課広報広聴係へ。
相談日以外は東京都都民の声課 
☎ 03･5320･7733 へ。

少年相談 16 日㈮ 午前 9 時～午後
4時 30 分

予約制、警視庁八王子少年セン
ター☎ 042･679･1082 へ。
相談日当日は秘書広報課広報広聴
係へ。

介護保険相談 毎週月･火 ･
木・金曜日

午前 9 時～正午、
午後 1時～ 4時

市役所 1階
介護福祉課

介護福祉課介護保険係
☎ 551･1764

子ども相談

毎週
月～土曜日

午前 8 時 30 分～
午後 5時 15 分

子ども家庭支
援センター（子
ども応援館１
階）

子どもと家庭の相談 ･ 児童虐待に
関すること
子ども家庭支援課☎ 539･2555

教育相談
教育相談室

（子ども応援
館2階）

教育についての悩み全般に関する
こと※要事前予約
教育委員会教育相談室
☎ 551・7700

消費者相談 毎週月 ･ 水・
金曜日

午前10時～正午、
午後 1時～ 4時

消費者相談
室（もくせ
い会館 1階）

シティセールス推進課産業活性化
グループ
☎ 551･1699

事業資金相談 8 日㈭ 午後 1時 30 分～
3時 30分

商工会
相談室

商工会☎ 551･2927
※対象は市内の小規模事業者

【そのほかの相談】市政 ･ 市民相談、国民年金相談、ひとり親家庭相談、健康相談、 
育児相談（市役所代表☎ 551･1511）、心の相談、成年後見制度相談、リハビリ相談、 
権利擁護相談、心配ごと相談（社会福祉協議会☎ 552･5027）

【問合せ】秘書広報課広報広聴係☎ 551･1529  4 月の無料相談4 月の無料相談
※新型コロナウイルス感染症の状況により、電話による相談の実施または中止となる
場合があります。

　市では、市民の方の経済的な負担を軽減し、安心して葬儀を行えるよう、

葬祭業者と協定を結んでいます。下表の取扱業者へお申し込みください。

※料金の目安は市ホームページまたは市役所 1 階 7 番総合窓口課窓口で配

布するちらしをご確認ください。

【利用対象】①市内在住の方が亡くなったとき

②市内在住の方が市内または立川市・昭島市・武蔵村山市・羽村市・あき

る野市・瑞穂町で葬儀を行うとき

取扱葬祭業者名 所在地 電話番号
愛和セレモニー 熊川 888 042･530･8686

㈲島田屋 本町 134 042･551･0226

㈲西武葬祭 熊川 761-4 042･551･2547

㈱セレモア 熊川 1311 042･551･1191

セレモニーホール福生 加美平 1-19-5 042･542･3500

ファミリアホール創友社 福生 1983-40 0120･595･102

㈱多摩祭典 福生 2350 042･551･8200

JA にしたま葬祭センター
瑞穂町長岡1-62-6(センター)
本町 16( 福生支店 )

0120･042･706

そうしんフレールホール福生 南田園 2-15-3 042･530･4544

㈱クオーレ福生営業所 武蔵野台 2-31-3-305 042･520･7600

㈱セレサポート 武蔵野台 2-25-5 042･513･0090

葬儀・終活相談センター フィーネ 加美平 2-3-2 1F 0120･07･1020

【問合せ】総合窓口課【問合せ】総合窓口課☎☎ 551･1595551･1595市民標準葬儀

東
京
都
議
会
議
員
選
挙
の　
　

　
　
　

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

　

令
和
３
年
７
月
22
日
任
期
満

了
の
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
は

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

【
告
示
日
】
６
月
25
日
㈮

住
民
異
動
等
の
手
続
き
に
来
庁

さ
れ
る
方
へ

　

４
月
は
届
出
が
多
い
た
め
窓

口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
特
に

お
昼
前
後
や
午
後
4
時
以
降
は

混
雑
す
る
日
が
多
く
な
り
ま
す

の
で
、
午
後
4
時
（
水
曜
日
は

午
後
7
時
）
ご
ろ
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】・
土
曜
日
の
正
午

～
午
後
1
時
の
間
は
業
務
を

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

・

窓
口
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方

の
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
の

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

運
転
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書

を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
総
合
窓
口
課
☎
551
・

１
５
９
５

市
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

３
月
１
日
を
も
っ
て
、
令
和

２
年
度
分
の
市
税
等
の
最
終
納

期
限
が
経
過
し
ま
し
た
。
納
め

忘
れ
が
な
い
か
、
も
う
一
度
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

【
最
終
納
期
限
が
経
過
し
た
令

和
2
年
度
分
の
市
税
等
】

・

市
・

都
民
税（
第
１
期
～
第
４
期
）

・

固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税

（
第
１
期
～
第
４
期
）

・

軽
自
動
車
税

・

国
民
健
康
保
険
税
（
第
１
期

～
第
８
期
）

・
介
護
保
険
料（
第
１
期
～
第
８
期
）

・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第

１
期
～
第
８
期
）

※
納
期
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が

課
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
収
納
課
☎
551
・

１
５
７
８

年
金
だ
よ
り

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書

に
よ
る
2
年
前
納
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書

に
よ
る
前
納
（
現
金
払
い
）
は
、

最
大
で
2
年
分
と
な
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
任
意
の
月
か

ら
翌
年
度
末
ま
で
で
す
。
前
納
を

す
る
と
、
毎
月
納
付
す
る
場
合
に

比
べ
保
険
料
が
安
く
な
り
ま
す
。

　

令
和
3
年
4
月
分
か
ら
の
2

年
前
納
を
希
望
す
る
場
合
、
申

出
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
申
出
書
の
提
出
後
、
4
月

中
に
2
年
前
納
の
納
付
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
納
付
期
限
は
4

月
30
日
㈮
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

納
付
額
が
30
万
円
を
超
え
る
場

合
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
1

階
5
番
保
険
年
金
課
窓
口
か
、

年
金
事
務
所
ま
で
お
早
め
に
申

出
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
険
年
金
課
保
険

年
金
係
☎
551
・

１
６
７
０
、
青

梅
年
金
事
務
所
☎
０
４
２
８
・

30
・

３
４
１
０

⇒

福
生
市
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る

寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

　

２
月
１
日
～
28
日
の
間
に
第

２
次
新
横
田
基
地
公
害
訴
訟
原

告
団
様
、
明
治
安
田
生
命
保
険

相
互
会
社
福
生
営
業
所
様
か
ら

25
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
寄
附
金
は
、
寄
附
者

の
ご
希
望
等
に
応
じ
、
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
（
令
和
2
年
度
累
計
30
件
・

276
万
６
８
１
円
）。

【
問
合
せ
】
契
約
管
財
課
管
財

係
☎
551
・

１
５
３
５

【
投
・

開
票
日
】
７
月
４
日
㈰

【
問
合
せ
】
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
☎
551
・

１
８
０
２
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ご
み
の
削
減
の
た
め
、
買
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
ま
し
ょ
う

^o^

ごみ・資源収集情報ごみ・資源収集情報
ごみが51t
減ったよ!

資源の割合が
2％増えたよ！

3年 1月 889t 3 年 1 月 346t（28%）

2 年 1 月 940t 2 年 1 月 336t（26%）

※資源の割合 =資源収集量÷ごみと資源収集量

資源回収団体による資源回収量
3 年 1 月 47t

2 年 1 月 73t

4 月の資源回収予定
実施団体 実施日

福栄福寿会 3 日㈯
牛浜第一町会

4 日㈰
鍋ヶ谷戸第一町会

福東幸せ会（熊川第 2アパート）　

本町第七町会

牛浜第二町会

11 日㈰

鍋ヶ谷戸第二町会

富士見台町会

本町第八第二町内会

本町町会

南田園二丁目町会　

志茂第二町会

18 日㈰青少年育成武蔵野地区委員会

福生団地自治会

内出町会　
25 日㈰

青少年育成加美地区委員会　　　

収集地域は実施団体地域内です。
天候などにより変更する場合があります。

【問合せ】環境課ごみ対策係☎ 551・1731

^o^^o^

令和 3年 2月の航空機騒音測定回数

測定場所
熊川1571番地先誘導灯付近 福生市役所屋上

測定回数 前年同月比 測定回数 前年同月比

測定回数 918 -117 149 1

昼間（午前 7時～午後 7時） 659 -131 101 -13

夕刻（午後7時～午後10時） 239 16 48 14

夜間（午後10時～午前7時） 20 -2 0 0

最高音圧レベル（デシベル) 110 -10 86 -1

時間帯補正等価騒音レベ
ル(デシベル) 62 -4 44 0

【問合せ】
環境課環境係

保
存
樹
林
地
等
奨
励
金
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
緑
化
推
進
の
一
環

と
し
て
、
市
民
が
樹
林
地
お
よ

び
樹
木
、
生
垣
を
設
置
し
、
今

後
規
定
さ
れ
た
年
数
以
上
に
わ

た
っ
て
維
持
管
理
を
行
う
こ
と

が
確
約
さ
れ
る
場
合
に
、
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
】
①
面
的
な
つ
な
が
り

が
700
㎡
以
上
あ
る
樹
林
地
を
設

置
（
所
有
）
す
る
者

②
樹
高
が
10
ｍ
以
上
あ
り
、
か

つ
地
上
高
1.5
ｍ
部
分
の
幹
周
が

ふ
っ
さ
環
境
市
民
会
議
会
員
募

集
　

ふ
っ
さ
環
境

市

民

会

議

と

は
、
市
民
と
環

境
行
政
と
の
架

け
橋
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
身
近

な
環
境
問
題
や
地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
た
啓
発
活
動
と
情
報

発
信
を
行
い
、
環
境
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
市
民
団
体
で
す
。

　

毎
年
6
月
に
開
催
さ
れ
る

ふ
っ
さ
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

へ
の
参
加
や
、
環
境
に
関
連
し

た
工
場
・

施
設
の
見
学
、
地
球

温
暖
化
防
止
月
間
（
12
月
）
に

お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
・

展

示
、
環
境
マ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど
、

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
緒
に
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
活
動
日
】
定
例
会
（
年
6
回
）、

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
参
加

令
和
3
年
4
月
か
ら
の
「
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は

届
き
ま
し
た
か
？

　

新
し
い
カ
レ
ン
ダ
ー
が
お
手

「
身
近
な
法
律
相
談
」
を　
　

　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

高

齢

者
・

障
害
者
の
皆

さ
ん
の
遺
産

相

続
・

財

産

管
理
・

遺
言
書
作
成
・

人
権
擁
護
・

成
年
後
見
な
ど
に
つ
い
て
、
弁

護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
日
時
】
４
月
21
日
㈬
午
後
２

時
～
４
時

【
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談

室
【
対
象
】
高
齢
者
・

障
害
者
や

　市では、令和元年に策定した「福生駅西口地区公共施設整備基

本計画」に基づき、市内部での検討や、施設を利用する各種団体

の代表による検討委員会からの提案を受け、「福生駅西口地区公共

施設整備実施計画（案）」を取りまとめました。

【閲覧期間】3 月 26 日㈮～ 4 月 15 日㈭
【閲覧場所】市役所 1階情報コーナー、福祉センター、保健センター、

子ども応援館、各児童館、各図書館、各公民館、各体育館 (福生地

域体育館を除く)、輝き市民サポートセンター、福東会館、市民会館、

扶桑会館、かえで会館

※市役所の閉庁時間、各施設の休館日は閲覧できません。また、

本案件は市ホームページの「パブリックコメント」にも掲載します。

【意見募集期間】4 月 1 日㈭～ 15 日㈭※郵送は当日消印有効

【意見の提出方法】題名 ･ 住所 ･ 氏名を明記のうえ、直接持参 ･ 郵

送 ･ ファクスいずれかの方法で次の提出先へ提出するか、市ホー

ムページ内「パブリックコメント」からメールで送信してください。

※直接持参・郵送・ファクスで提出の場合、書式は自由ですが、題名・

住所・氏名を必ず記入してください。

【意見の提出先】〈直接持参〉市役所第一棟５階行政管理課

〈郵送〉〒 197-8501 福生市本町５福生市役所企画財政部行政管理

課宛

〈ファクス〉行政管理課 ( 553・4451)

※いただいたご意見と、それに対する考え方は、市ホームページ

等で公表します（いただいたご意見に対する個別の回答は行いま

せんので、ご了承ください）。

【問合せ】まちづくり計画課計画グループ福生駅西口再開発担当 

☎ 551・1573

　ボランティア活動や市民活動を行う

団体に対して助成を行い、幅広く市民

活動の活性化を図るために実施する助

成事業です。

【対象団体】福生市民を対象に活動す

る５人以上の団体で次のすべてに該当

しない団体

●営利を目的とする団体

●政治的・宗教的活動を主たる目的と

する団体

●公共の福祉に反する活動を行う団体

●その他、適切でないと認めた活動を

行う団体

【助成条件】次のすべてに該当する団

体のみ

●福生市社会福祉協議会の法人会員で

あること※団体の１年間の総予算が各

種の助成金を除いて５万円以内の団体

はこの限りではありません。

●ふっさボランティア・市民活動セン

ターに登録すること

【助成内容】●団体の新規設立または１

～３年目の運営にかかる経費※今後も

継続・発展させていく団体であること

●事業費 ( 以下の 3 事業 ) ①市民に対

して効果的な事業②地域住民が関わる

事業③人とのつながり作りやコミュニ

ティの形成につながる事業

※地域に定着し、継続して取り組む活

動を重視します。なお、すでに活動を

行っている団体で、これまでの活動の

充実を図る事業または新たに展開する

事業を含みます。

【助成対象にならないもの】
●ほかの機関からすでに助成を受けて

いるまたは見込みがあるもので、その事

業の欠損補
ほ て ん

填に使用するもの。または本

助成を受ける前に事業を終了したもの

●主たる活動が福生市外のもの

●団体の会員等の報酬、交通費や飲食

費が主な申請内容のもの

●団体の経常的活動に要する経費

●自助活動と判断されるもの

●継続的な事業で、一度助成しても次

回からの見通しが立ちにくいもの

●グループ・団体の定例化した事業・活動

【助成金額】 1 件につき 10 万円まで

【応募期間】４月 12 日㈪～ 23 日㈮ ( 締

切厳守 )

※詳しくは、お問い合わせください。

【問合せ】ふっさボランティア・市民

活動センター☎ 552・2122

「福生駅西口地区公共施設整備実施計画（案）」「福生駅西口地区公共施設整備実施計画（案）」

へのご意見（パブリックコメント）を募集しますへのご意見（パブリックコメント）を募集します

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
・

変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
在
住
・

在
勤
・

在

学
の
方

【
会
費
】
な
し

【
申
込
み
】
随
時
受
付
中
。
電

話
で
ふ
っ
さ
環
境
市
民
会
議

事
務
局
（
環
境
課
環
境
係
） 

☎
551
・

１
７
１
８
へ
。

【日時】3 月 27 日㈯午前 9 時 30
分～正午ごろ

【集合場所】福生柳山公園の永田
橋たもと付近

【作業内容】種まきなど
【服装】長袖・長ズボン、歩きや
すい靴

【申込み】3月23日㈫までに、電話
(☎ 519・4394)、ファクス( 519・
4395)、またはメール（kawaranogiku.
academy@gmail.com）で NPO 法人
自然環境アカデミーへ。

元

に

届

い

て
い
な
い
方

や
、
２
世
帯

同
居
な
ど
で

２
部
以
上
必
要
な
方
は
、
環
境

課
ご
み
対
策
係
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
共
同
住
宅
版(

ポ
ス

タ
ー)

や
、
英
語
版
の
カ
レ
ン

ダ
ー
は
市
役
所
第
二
棟
２
階
環

境
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
環
境
課
ご
み
対
策

係
☎
551
・

１
７
３
１

令和 3年度ふっさボランティア・市民活動センター令和 3年度ふっさボランティア・市民活動センター

助成事業のご案内助成事業のご案内

カワラノギク保全のための
ボランティア募集

１
ｍ
以
上
あ
る
樹
木
を
設
置

（
所
有
）
す
る
者

③
道
路
に
接
す
る
部
分
の
樹
高

が
１
ｍ
以
上
あ
り
、
か
つ
延
長

が
５
ｍ
以
上
あ
る
生
垣
を
設
置

（
所
有
）
す
る
者

▼
新
規
で
生
垣
を
設
置
す
る
方

に
は
設
置
費
用
を
補
助
し
て
い

ま
す

　

新
築
や
建
て
替
え
等
に
伴
う

生
垣
の
設
置
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
か
ら
生
垣
へ
の
作
り
替
え
を

検
討
し
て
い
る
方
は
、
着
手
前

に
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
対
象
】
公
道
等
に
接
す
る
部

分
に
新
規
で
５
ｍ
以
上
の
生
垣

を
設
置
（
所
有
）
す
る
者

【
問
合
せ
】
環
境
課
環
境
係 

☎
551
・

１
７
１
８

そ
の
家
族
な
ど

【
定
員
】
先
着
３
人
（
予
約
制
）

※
初
め
て
の
相
談
の
方
に
限
り

ま
す
。
相
談
内
容
は
秘
密
厳
守
。

【
申
込
み
】
３
月
22
日
㈪
か

ら
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
の
間
に
※
土
・

日
を

除
く
）
社
会
福
祉
協
議
会
・

成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
福
生
☎
552
・

５
０
２
７
へ
。



10令和 3年 3月 15 日　広報ふっさ　No.1067感染症の状況により、今後、中止または延期となることがあります
「
災
害
時 

み
ん
な
を
守
る 

地
域
の
力
」
町
会
・

自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う 

団体名 募金額 団体名 募金額
福生熊川住宅自治会 40,900 志茂第一町会 123,100 

南町会 65,100 志茂第二町会 136,500 

内出町会 40,411 本町第一町会 35,000 

武蔵野町会 69,550 本町町会 40,000 

福東町会 60,215 本町第六町会 41,000 

南田園一丁目町会 71,840 本町第七町会 66,765 

鍋ヶ谷戸第一町会 113,250 本町第八第一町内会 109,900 

鍋ヶ谷戸第二町会 30,000 本町第八第二町内会 46,400 

玉川台町会 41,700 武蔵野台一丁目町会 30,000 

富士見台町会 29,800 永田町会 89,350 

福栄町会 7,600 長沢町会 76,500 

熊川牛浜町会 106,200 加美町会 156,200 

福生団地自治会 33,800 市公共施設等窓口 6,146 

南田園二丁目町会 30,000 市役所および社会福祉協議会職員 75,191 

南田園三丁目町会 30,000 福生市民生委員・児童委員協議会 10,000 

牛浜第一町会 53,500 ボーイスカウト福生第 2団 12,168 

牛浜第二町会 80,600 東京福生ロータリークラブ 16,865 

原ヶ谷戸町会 103,700 募金総額 2,079,251 

▼令和 2年度赤い羽根共同募金地区別内訳表（単位：円）

　町会・自治会をはじめ、地域の皆さんのご協力で、下表のとおり、

たくさんの募金が寄せられました。

　この募金は高齢者施設、保育所、心身障害者施設、各種民間社会

福祉施設の整備、在宅福祉サービスなど、地域福祉の推進を図るた

めに使われます。皆さんのご協力ありがとうございました。

【問合せ】社会福祉課福祉総務係☎ 551・1522

高
次
脳
機
能
障
害
専
門
相
談 

～
こ
ん
な
症
状
で
お
困
り
で
は

な
い
で
す
か
？
～

　

脳
卒
中
や
交
通
事
故
の
あ

と
、
新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
、
感
情
や
欲
求

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
し
に
く
い

等
の
原
因
は
、
も
し
か
し
た
ら

「
高
次
脳
機
能
障
害
」
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ご
家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま

ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
4
月
13
日
、5
月
11
日
、

6
月
8
日
、
7
月
13
日
の
各
火

曜
日
午
後
2
時
～
４
時

【
場
所
】
市
役
所

【
対
象
】
市
民
の
方
な
ど

【
相
談
員
】
作
業
療
法
士
お
よ

び
保
健
師
等

【
申
込
み
】
相
談
日
の
1
か

健
康
コ
ー
ナ
ー

▼
Ｖ
Ｄ
Ｔ
機
器
と
心
身
の
健
康

　

コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
勤
務
が
増

え
る
中
、
家
庭
で
パ
ソ
コ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
「
Ｖ
Ｄ
Ｔ
機
器
」
を
使

用
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

職
場
で
の
作
業
は
、
照
明
等

の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
家
庭
で
は
十
分
に
整
備
さ

れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
作
業
環
境
に
よ
っ
て
は
、

精
神
的
・

身
体
的
な
負
担
か
ら

疲
労
が
増
大
し
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。

　

職
場
や
家
庭
で
快
適
に
作
業

を
行
う
た
め
に
も
、
次
の
こ
と

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
連
続
作
業
は
１
時
間
ま
で
に
〉

 

Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業
を
約
１
時
間
以

上
連
続
し
て
行
っ
た
場
合
、
大

脳
が
疲
労
し
、
誤
入
力
の
頻
度

が
増
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

1
時
間
以
上
連
続
作
業
を

行
っ
た
ら
、
一
度
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業

を
中
断
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

遠
く
の
景
色
を
眺
め
た
り
、
目

を
閉
じ
た
り
、
身
体
の
各
部
の

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
運
動
を

行
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

〈
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
置
く
位
置

や
角
度
な
ど
を
調
整
〉

　

視
野
内
に
明
る
い
照
明
器

具
・

窓
・

壁
面
や
点
滅
す
る
光

源
が
あ
る
と
、
ま
ぶ
し
さ
を
感

じ
た
り
、
文
字
や
図
形
が
見
に

く
く
な
っ
た
り
し
て
、
眼
疲
労

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
に
映

り
込
む
場
合
も
同
様
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を

置
く
位
置
や
角
度
を
調
整
し
た

り
、
フ
ィ
ル
タ
ー
を
取
り
付
け

る
な
ど
し
て
、
光
源
の
映
り
込

み
を
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

〈
小
型
画
面
の
使
用
は
な
る
べ

く
控
え
る
〉

　

小
型
画
面
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
は
、
眼

疲
労
が
溜
ま
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
小
型
画
面
の
使
用
は
な
る

べ
く
控
え
て
、
大
き
な
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
で
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
心
身
へ
の
不
調
が
続

く
場
合
に
は
、
医
療
機
関
を
受

診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

～
「
手
洗
い
」「
マ
ス
ク
着
用
」

「
3
密
を
避
け
る
」
の
徹
底
を
～

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
552
・

０
０
６
１

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

当
分
の
間
、
開

催
時
間
を
15
分
に

短
縮
し
ま
す
。

▼
中
央
図
書
館
お
は
な
し
会

【
日
時
】
4
月
7
日
・

14
日
・

21
日
・

28
日
の
各
水
曜
日
午
後
3
時
～

【
場
所
】
中
央
図
書
館
※
直
接

ど
う
ぞ 赤い羽根共同募金へのご協力赤い羽根共同募金へのご協力

ありがとうございましたありがとうございました

【
対
象
】
幼
児
～
小
学
生

【
定
員
】
先
着
10
人

▼
中
央
図
書
館
お
は
な
し
会

「
お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト
」

【
日
時
】
4
月
3
日
㈯
午
後
3

時
～

【
場
所
】
中
央
図
書
館
※
直
接

ど
う
ぞ

【
対
象
】
幼
児
～
小
学
生

【
定
員
】
先
着
10
人

【
出
演
】
ポ
ケ
ッ
ト
☆
ポ
ケ
ッ

ト【
問
合
せ
】
中
央
図
書
館
☎
553
・

３
１
１
１

▼
わ
か
ぎ
り
図
書
館
お
は
な
し

会【
日
時
】
4
月
8
日
㈭
午
後
3

時
30
分
～

【
場
所
】
わ
か
ぎ
り
図
書
館
2

階
※
直
接
ど
う
ぞ

【
対
象
】
幼
児
～
小
学
生

【
定
員
】
先
着
15
人

【
問
合
せ
】
わ
か
ぎ
り
図
書
館

☎
552
・

７
４
２
１

▼
わ
か
た
け
図
書
館
お
は
な
し

会【
日
時
】
4
月
14
日
㈬
午
後
3

時
～

【
場
所
】
わ
か
た
け
図
書
館
2

階
※
直
接
ど
う
ぞ

【
対
象
】
幼
児
～
小
学
生

【
定
員
】
先
着
23
人

【
問
合
せ
】
わ
か
た
け
図
書
館

☎
551
・

０
０
８
３

▼
武
蔵
野
台
図
書
館
お
は
な
し

会【
日
時
】
4
月
21
日
㈬
午
後
3

時
30
分
～

【
場
所
】
武
蔵
野
台
図
書
館
3

階
※
直
接
ど
う
ぞ

【
対
象
】
幼
児
～
小
学
生

【
定
員
】
先
着
15
人

【
問
合
せ
】
武
蔵
野
台
図
書
館

☎
553
・

８
８
８
１

児
童
館
で
遊
ぼ
う
！　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
3
月
そ
の
2
）

＊
ひ
ろ
ば
事
業
＊

　

乳
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
と

し
た
、子
育
て
支
援
事
業
で
す
。

【
熊
川
児
童
館
】

▼
遊
具
開
放
Ｄ
Ａ
Ｙ

【
日
時
】
3
月
22
日
㈪
午
前
10

時
～
正
午

【
対
象
】
幼
児
と
保
護
者

【
田
園
児
童
館
】

▼
よ
ち
よ
ち
す
く
す
く
ひ
ろ
ば

【
日
時
】
3
月
23
日
㈫
午
前
10

時
30
分
～
正
午

【
対
象
】
0
、
1
歳
児
と
保
護

者▼
遊
具
で
あ
そ
ぼ
う

【
日
時
】
3
月
24
日
㈬
午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

【
対
象
】
乳
幼
児
と
保
護
者

▼
お
は
な
し
の
日

【
日
時
】
3
月
25
日
㈭
午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

【
対
象
】
乳
幼
児
と
保
護
者

▼
ぽ
ん
ぽ
こ
タ
イ
ム

【
日
時
】
3
月
31
日
㈬
午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

【
対
象
】
乳
幼
児
と
保
護
者

【
武
蔵
野
台
児
童
館
】

▼
ぴ
よ
ぴ
よ
ひ
ろ
ば

【
日
時
】
3
月
22
日
㈪
午
前
10

時
30
分
～
正
午

【
対
象
】
0
歳
児
と
保
護
者

▼
と
こ
と
こ
ひ
ろ
ば

【
日
時
】
3
月
23
日
㈫
午
前
10

時
30
分
～
正
午

【
対
象
】
1
歳
児
と
保
護
者

▼
フ
リ
ー
デ
ー

【
日
時
】
3
月
25
日
㈭
午
前
10

時
30
分
～
正
午

【
対
象
】
乳
幼
児
と
保
護
者

▼
の
び
の
び
ひ
ろ
ば

【
日
時
】
4
月
5
日
㈪
午
前
10

時
30
分
～
正
午

【
対
象
】
0
、
1
歳
児
と
保
護

者※
各
館
と
も
、
事
業
終
了
後
、

子
育
て
の
悩
み
相
談
や
情
報
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は

各
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】
熊
川
児
童
館
☎
539
・ 

１

５
１

５
、

田

園

児

童

館 

☎
552
・

３
１
３
３
、
武
蔵
野
台

児
童
館
☎
553
・

８
８
２
２

月
前
か
ら
障
害
福
祉
課
☎
551
・

１
７
４
２
へ
。

シニア世代応援！
「はじめてのスマートフォン使い方講座」

　シニアの皆さん、スマートフォンの使い方
で悩んでいることはありませんか？
　本講座では、電話・メールの使い方など、
スマートフォンの基本的な操作を学びます。
　講座内で、スマートフォンの操作で困って
いることを講師に相談できる時間もありま
す。ぜひご参加ください。
【日時】3月 24 日㈬午後 1時 30 分～ 3時 30 分
【場所】公民館白梅分館
【対象】市内在住・在勤の方でドコモのスマートフォンをお持ちの方
【定員】先着 5人
【講師】スマートフォン等取扱認定講師
【申込み】3 月 19 日㈮から、午前 9 時～午後 5 時の間に公民館白
梅分館☎ 553・3454 へ。



11 令和 3年 3月 15 日　広報ふっさ　No.1067 今号に記載している事業・イベント等は、新型コロナウイルス

費
用
の
記
載
の
な
い
事
業
は
無
料
で
す

保健事業日程表保健事業日程表令和 3年度
保健センター

【問合せ】保健センター☎ 552･0061
※駐車場に限りがありますので車での来庁はご遠慮ください。

日程 時間等 日程 時間等
4 月 2 日㈮

【時間】
午後1時
30分～ 3
時

【場所】
子ども応
援館

【時間】
午前 9時
30 分 ～
11時

【場所】
保健セン
ター

5月 7日㈮ 5月26日㈬
6 月 4 日㈮
7 月 2 日㈮ 7月28日㈬

8月25日㈬
9 月 3日㈮
10月1日㈮
11月5日㈮ 11月24日㈬
12月3日㈮

1月26日㈬
2 月 4 日㈮
3 月 4 日㈮ 3月23日㈬

【内容】身長体重測定、母乳 ･栄養相談等
【対象】乳幼児 (0 か月～未就学児 ) とそ
の保護者

育児相談育児相談

日程 測定項目 日程 測定項目

4 月
1 日 脳年齢

10 月
7 日 体組成

15 日 足指力 21 日 骨密度

5月
6日 体組成

11 月
4 日 血管年齢

20 日 骨密度 18 日 足指力

6月
3日 血管年齢

12 月
2 日 脳年齢

17 日 脳年齢 16 日 体組成

7月
1日 足指力

1月
6日 骨密度

15 日 体組成 20 日 血管年齢

8月
5日 骨密度

2月
3日 足指力

19 日 血管年齢 17 日 脳年齢

9月
2日 足指力

3月
3日 体組成

16 日 脳年齢 17 日 骨密度

日程 時間帯 日程 時間帯
4 月 21 日㈬ 午後 10月13日㈬ 午前

5月 17 日㈪ 午前 11 月 5 日㈮ 午後

6月 10 日㈭
午後

12 月 3 日㈮
午前7月 14 日㈬ 1 月 24 日㈪

9 月 8 日㈬ 3 月 24 日㈭ 

【場所】保健センター
【内容】血管年齢、脳年齢、骨密度、咬

か

む力、
体組成、足指力の測定、食事・運動についての
助言

【その他】・受付時間は予約時にお伝えします。 
・前回受けた方は、1年経ってから申込みください。

【場所】市役所 1階ロビー
【時間】各木曜日午前 9時 30 分～ 11 時

ヘルスチェック（申込制）ヘルスチェック（申込制）

日程
４月15日㈭ 10月15日㈮
５月19日㈬ 11月19日㈮
６月18日㈮ 12月20日㈪
７月19日㈪ １月13日㈭
８月18日㈬ ２月14日㈪
９月17日㈮ ３月16日㈬

【場所】保健センター
【対象】生後1歳に至るま
での乳児
※受付時間や持ち物につい
ては、個別にご案内します。

ＢＣＧ集団接種ＢＣＧ集団接種

4･5 月コース 10･11月コース
4 月 17 日㈯・22日

㈭、5月 8日㈯ ･13
日㈭

10 月 9 日 ㈯・21
日㈭、11 月 6 日㈯
･18 日㈭

6･7 月コース 12･1月コース
6 月 12 日㈯・17日

㈭、7 月 10 日 ㈯・
15日㈭

12 月 4 日 ㈯・16
日㈭、1 月 8 日㈯
･20 日㈭

8･9 月コース 2･3月コース

8 月 14 日㈯・19日

㈭、9月 4日㈯ ･16
日㈭

2 月 5 日㈯・17 日

㈭、3月 5日㈯ ･17
日㈭

 パパママクラス（申込制） パパママクラス（申込制）

【時間・場所】午後1時30分～3時30分・
保健センター

日程 -前期・中期食 -
4月14日㈬ 10月13日㈬
5月12日㈬ 11月10日㈬
6 月 9 日㈬ 12月8日㈬
7月14日㈬ 1月12日㈬
8月11日㈬ 2 月 9 日㈬
9月8日㈬ 3 月 9 日㈬

日程 -中期・後期食 -
5月27日㈭ 11月25日㈭
8月26日㈭ 2 月 24 日㈭

 離乳食教室（申込制） 離乳食教室（申込制）

【時間・場所】午前 10 時～
11 時 30 分・保健センター
※詳細は、今後の「広報ふっ
さ」でお知らせします。

事業名 ･対象 実施場所
実施予定日

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
①後期高齢者健康診査・後期高齢
者医療制度に加入されている方

市内指定
医療機関

7月 1日㈭～ 10 月
14 日㈭

②若年健康診査・30・35 歳の市
内在住で健診の機会のない方 7月 15 日㈭～

10 月 14 日㈭③無保険者健康診査・40 歳以上
で健康保険に加入していない方
④特定健康診査・40 ～ 74 歳の国
民健康保険加入者

6月1日㈫～10月14日㈭
⑤国保中途加入者健康診査・40
歳～ 74 歳で令和 3 年 4 月 2 日以
降に国民健康保険に加入した方

7月 15 日㈭～
10 月 14 日㈭

⑥肝炎ウイルス検査・40 歳以上
で過去に肝炎ウイルス検査を受診
していない方

6月 1日㈫～ 10 月 31 日㈰⑦胸部レントゲン検査・35 歳以
上の方
⑧大腸がん検診・35 歳以上の方
⑨前立腺がん検診・50 歳以上の
男性
⑩乳がん検診・40 歳以上の女性 
※個別検診

【費用】1,600 円
1 日

㈯～
31 日

㈪

2 日

㈪～
31 日

㈫

1 日

㈪～
30日

㈫

1 日

㈫～
28 日

㈪
⑪子宮頸

け い

がん検診・20 歳以上の
女性※個別検診
⑫骨密度測定健診・40・45・50・
55・60・65・70 歳の女性
⑬胃がん検診・35 歳以上の方

保健セン
ター

30 日

㈮ 未定
⑭肺がん検診・35 歳以上の方
⑮女性医師による乳がん検診・40
歳以上の女性※集団検診
【費用】1,600 円 未定

未
定⑯女性医師による子宮頸がん検

診・20 歳以上の女性※集団検診

⑰口腔がん検診・40 歳以上の方
5日

㈯
⑱高齢者歯科健診・65 歳以上の
方（70 歳を除く） 市内指定

歯科医療
機関

1日

㈬～
30 日

㈭
⑲成人歯科健診・40・50・60・70
歳の方

※年齢は令和 3 年 4 月 1 日現在の年齢です。③・④・⑤・⑥は令和 3 年度中に該当年齢となる方が対象です。
申込方法等の詳細は、今後の「広報ふっさ」でお知らせします。また、国民健康保険以外の健康保険に加入し
ている方の健康診査については、加入している健康保険組合にお問い合わせください。

日程 -①ねんねの頃 -
（【対象】2～ 5か月ごろ）
4月9日㈮ 10月28日㈭
7月26日㈪ 1月27日㈭
日程 -②おすわりの頃 -

（【対象】6か月～1歳ごろ）
5月20日㈭ 2月4日㈮
9月27日㈪

すくすくベビークラスすくすくベビークラス
（申込制）（申込制）

【内容】①ふれあい遊び、
身体測定など
②親子遊び、身体測定な
ど

【時間・場所】午前10時
～11時30分・保健センター

　このほかにも以下の施設で健康相談を行
います。日時等の詳細は、今後の「広報ふっ
さ」でお知らせします。

・熊川地域体育館・中央体育館

・福祉センター・プチギャラリー

【場所】保健センター【場所】保健センター

健康相談等日程表健康相談等日程表各種健（検）診等予定表各種健（検）診等予定表

母子保健事業日程表母子保健事業日程表乳幼児健康診査等日程表乳幼児健康診査等日程表

日程 曜日
4月７日

水曜日

5月12 日

6月２日

7月７日

8月４日

9月１日

10月６日

11月10日

12月１日

1月５日

2月２日

3月２日

【受付時間】午後 0時
45分～2時の指定時間

【対象】3 歳 11か月に
なる月までの乳幼児
【申込み】電話で保健
センターへ。

【内容】身長体重測定・内科診察・育児相談・栄養相談ほか
※受付時間や持ち物については、個別にご案内します。

年月 日程 予定対象 日程 予定対象 日程 予定対象

令

和

3

年

4

月

14日㈬・
20日㈫

令和

2年

12 月

生

13日㈫・

27日㈫

令和

元年

9 月

生

６日㈫・

26日㈪

平成

30年

3 月

生

5

月

18日㈫・
27日㈭

令和

3年

1 月

生

25日㈫・

31日㈪
10 月

生

11日㈫・
24日㈪

4 月

生

6

月

15日㈫・
29日㈫

2 月

生

８日㈫・

22日㈫
11 月

生

１日㈫・

16日㈬・
30日㈬

5 月

生

7

月

20日㈫・
29日㈭

3 月

生

13日㈫・

27日㈫
12 月

生

６日㈫・

21日㈬
6 月

生

8

月

17日㈫・
31日㈫

4 月

生

10日㈫・

24日㈫

令和

2年

1 月

生

３日㈫・

12日㈭
7 月

生

9

月

21日㈫・
30日㈭

5 月

生

14日㈫・

28日㈫
2 月

生

７日㈫・

９日㈭・

13日㈪

8 月

生

10

月

14日㈭・
19日㈫

6 月

生

12日㈫・

26日㈫
3 月

生

５日㈫・

18日㈪
9 月

生

11

月

11日㈭・
16日㈫

7 月

生

９日㈫・

30日㈫
4 月

生

２日㈫・

15日㈪
10 月

生

12

月

13日㈪・
21日㈫

8 月

生

14日㈫・

28日㈫
5 月

生

７日㈫・

15日㈬・
23日㈭

11 月

生

令

和

4

年

1

月

12日㈬・
18日㈫

9 月

生

11日㈫・

25日㈫
6 月

生

４日㈫・

19日㈬
12 月

生

2

月

9日㈬・

15日㈫
10月

生

８日㈫・

22日㈫
7 月

生

１日㈫・

10日㈭
平成

31年

1 月

生

3

月

10日㈭・
15日㈫

11 月

生

８日㈫・

22日㈫
8 月

生

１日㈫・

14日㈪・
29日㈫

2 月

生

3 ～ 4か月児3～ 4か月児 1歳 6か月児1歳 6か月児 3歳児3歳児

すくすく歯科健診すくすく歯科健診

健康相談（申込み不要）健康相談（申込み不要）
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【問合せ【問合せ・・申込み】保申込み】保健センター健センター☎☎ 552552・・00610061

保保健ガイド健ガイド ※新型コロナウイルス感染症の状況に※新型コロナウイルス感染症の状況に
より、中止・変更する場合がありますより、中止・変更する場合があります

保健センターの電話番号は 042-552-0061 です 

編
記
集

後

事業名 日時 場所 対象・定員

①健康相談
専門職による相談、

健康機器による測定

4月1日㈭・15日㈭午

前 9時 30分～ 11時

市役所 1 階

ロビー
20 歳以上の方

②ヘルスチェック
血管年齢、骨密度、

咬
か

む力、体組成、足

指力の測定、脳年齢、

食事・運動等につい

ての助言

4 月 21 日㈬午後１時

10 分～３時 30 分ま

での指定時間

※要申込み

保 健 セ ン

ター

20 歳以上の方・先

着 20 人

※前回受けた方は 1

年経ってからお申

し込みください。

③育児相談
身体計測、育児相談、

母乳・栄養相談

4 月 2 日㈮午後１時

30 分～ 3時

子ども応援

館

乳幼児（0 歳～未就

学児）と保護者

※フェイスタオル

をご持参ください。

④離乳食教室
離乳食の作り方、進

め方

〈前期・中期食〉
4 月 14 日㈬午 前 10

時～ 11 時 30 分

※要申込み

保 健 セ ン

ター

離乳食開始時期の

乳児とお母さんな

ど・先着 10 組

⑤すくすくベビーク
ラス（ねんねの頃 )

4 月 9 日㈮午前 10 時

～ 11 時 30 分

※要申込み

2 か月～ 5 か月ごろ

の乳児と保護者・

先着 10 組

⑥すくすく歯科健診
（乳幼児歯科健康診
査）

4 月 7 日㈬午後 0 時

45 分からの指定の受

付時間

( 母子健康手帳・歯

ブラシ・コップ・タ

オル持参 )

※要申込み

3 歳 11 か月になる

月までの乳幼児

⑦パパママクラス
（4・5月コース）
お産の話、母乳育児

の話、栄養の話、お

風呂の入れ方等

４月17日㈯・22日㈭、

５月８日㈯・13 日㈭
午後１時 30 分～３時

30 分

※要申込み

これからママになる

方・先着 15 人程度

※妊婦のみで、ご

家族の参加はご遠

慮ください。

【申込み】①・③は不要。②・④・⑤・⑥・⑦は3月18日㈭から、保健センターへ。

4 月の休日診療

診療 
時間

休日診療 準夜診療 調剤薬局 歯科休日診療
午前9時～11時45分

午後1時～4時 45分
午後 5時～ 9時 45 分

午前 9時～正午

午後 1時～ 5時

4日㈰

福生市休日診療所 
福生 2125-3

☎ 552･0099

羽村市平日夜間急
患センター
羽村市緑ヶ丘 5-1-2

（羽村市役所裏）

☎ 555･9999

東青梅休日歯科診
療所
青梅市東青梅1-174-1

（青梅市健康ｾﾝﾀｰ内）

☎ 0428･23･2191

11日㈰
ひかりクリニック
本町 95-3

☎ 530･0221

ホッタ晴信堂薬局本
町店
本町 95-15

☎ 530･7953

18日㈰
熊川病院
熊川 154

☎ 553･3001

中村調剤薬局
熊川 156-4

☎ 530･2468

25日㈰ ひかりクリニック
ホッタ晴信堂薬局本

町店

29日㈷
栗原医院
瑞穂町箱根ヶ崎 61

☎ 557･0100

◆今後の休日・準夜診療受診時の注意点について
　新型コロナウイルス感染症対策のため、休日・準夜診療を受診する際は、必ず受診前に 

上表の「休日診療」「準夜診療」欄に記載されている、担当の医療機関へお問い合わせください。上表の「休日診療」「準夜診療」欄に記載されている、担当の医療機関へお問い合わせください。
【注意事項】症状の聞き取りをさせていただき、新型コロナウイルス感染症等が疑われる症

状がある際は、診療ができない場合があります。ご理解をお願いします。なお、年齢や症状

によっては他医療機関を紹介する場合があります。事前にお問い合わせください。

○妊娠届出書の提出および「母子健康手帳」の交付は保健センターです。
○赤ちゃんが生まれたら、出生届と一緒に出生通知票を総合窓口課へ出しましょう。

※保険証をご持参ください。

　　　　　　
健診名 健診日 予定対象児 受付場所・時間

3 か月児 14日㈬・20日㈫ 令和2年 12月生まれ

保健センター (集団健診 )

午後 0 時 55 分～ 2 時の指定

時間

6か月児
満月齢後の

6･7 か月期

令和 2年 10月生まれ※受診日時

点で生後6か月 0日以降の乳児

個別健診。通知はしません。

3か月児健診の際に交付した

受診票を持参し、都内の指定

医療機関で受診してください。
9か月児

満月齢後の

9･10か月期

令和 2年 7月生まれ※受診日時

点で生後9か月 0日以降の乳児

1歳 6か月児 13日㈫・27 日㈫ 令和元年9月生まれ 保健センター (集団健診 ) 

午後 0時 55 分～ 2時の指定

時間3歳児 6 日㈫・26 日㈪ 平成30年 3月生まれ

※母子健康手帳、保険証をお忘れなく。4 月の乳幼児健康診査

※集団健診は新型コロナウイルスの影響により、予定より2～ 4か月遅れる場合があります。なお、保
健センターでの健診にはバスタオルをご持参ください。

4 月の予防接種 ( ＢＣＧ )
期日 備考

15 日㈭ 標準的接種期間対象者：5か月～8か月未満(接種は1歳未満まで可能）

【受付時間】午後 0 時 50 分～ 1 時 10 分までの指定時間（対象の方に通知でご案
内します。）
【場所】保健センター※接種の際は保護者同伴で、必要事項を記入した予診票と
母子健康手帳を持参してください。

①軽度認知障害は、認知症とは異なる①軽度認知障害は、認知症とは異なる
　軽度認知障害（以下「MCI」）とは、正常に日常生活を送ること

ができる人と、認知症の間の境界線にある状態を表す言葉です。

　認知症は通常、物忘れから始まることが多く、判断能力や

言語機能、目標や計画を立てて実行し、調整、修正しながら

完結するなどの認知機能が低下し、日常生活に支障を来たす

状態を言います。一方 MCI は、記憶力などが低下しても、日

常生活にほとんど支障を来たさない程度の段階で、自立して

生活できる状態です。

②改善することもあれば、進行することも②改善することもあれば、進行することも
　MCI の原因はさまざまで、脳が委縮するアルツハイマーな

どが始まっている場合から、脳にはあまり障害が見られない

場合もあります。

　MCIは、正常な人と認知症の間に該当します。しかし、同じ

MCI でも、認知症に近い段階では数年以内に認知症を発症し

ますが、正常に近い段階であれば正常へ戻る場合もあります。

③認知症の前兆として早期診断を③認知症の前兆として早期診断を
　MCI は、認知症の早期診断の目安にもなります。

　現在の医療では、MCI の状態から認知症への進行を防止で

きる治療法は確立していませんが、移行しやすいかどうかは、

専門医の診察や、脳の画像検査などを受けることで、ある程

度予測ができます。

　認知症は、発症すると日常生活に大きな支障を来たします

が、MCI のように早い段階で診断されれば、進行を防ぐ対策

をとることができます。

　ご自身や周囲の方で気になる症状がある時は、かかりつけ

医に相談してください。

【文責】小
こ く ぼ

久保医師

①骨密度測定健診（5月）①骨密度測定健診（5月）
【期間】5 月 1 日㈯～ 31 日㈪
【場所】市内指定医療機関

【対象】市内在住で 40・45・

50・55・60・65・70 歳の女性（年

齢は令和 3年 4月 1日現在）

【定員】約 100 人（定員を超

えた場合は抽選）

【健診方法】医療機関による

個別健診。X 線による第 2

中
ちゅうしゅ

手骨密度測定

②子宮②子宮頸頸
け いけ い

がん検診（5月）がん検診（5月）
【期間】5 月 1 日㈯～ 31 日㈪
【場所】市内指定医療機関

【対象】市内在住の20歳以上（年

齢は令和3年 4月1日現在）の

女性で、令和 2年度に子宮頸

がん検診を受診していない方

◆次の方はご注意ください
・子宮の手術を受けたことが

ある方は事前に主治医にご相

談ください。また、全摘出の

手術を受けられた方は受診で

きません。

・妊娠中の方は、受診できな

い場合があります。

※必要に応じて、子宮体部ま

で検査が進むことがあります。

【定員】約 100 人（定員を超

えた場合は抽選）

【検診方法】医療機関による個

別検診。細胞採取と細胞検査

③乳がん検診（5月）③乳がん検診（5月）
【期間】5 月 1 日㈯～ 31 日㈪
【場所】市内指定医療機関

【対象】市内在住の 40 歳以上

（年齢は令和3年4月1日現在）

の女性で、令和 2 年度に乳が

ん検診を受診していない方

◆次の方は受診できない可能
性があります。申込み前に保
健センターへご連絡ください
ペースメーカーや ICD ポート

などの医療器具を装着してい

る方 / 豊胸手術を受けた方 /

肋骨骨折や肋骨にひびが入っ

ている方 / 授乳中の方 / 妊娠

している方、またはその可能

性がある方

【定員】約 100 人（定員を超

えた場合は抽選）

【検診方法】医療機関による

個別検診。マンモグラフィ（乳

房 X線撮影）ほか

【費用】1,600 円 ( 生活保護受

給者は、生活保護法適用証明

書を指定医療機関に提出する

と全額無料で受診できます。)

〈①①～③③共通〉
【申込方法】3 月 31日㈬まで

に市ホームページから電子申

請（3月31日㈬午後10時まで）

または、往復はがき（当日消

印有効）でお申し込みください。

【往復はがきの書き方】
〈往信・表〉〒 197-0011 福生

市福生 2125-3 福生市保健セ

ンター

〈往信・裏〉①住所②氏名 

③生年月日④年齢⑤電話番号

⑥希望検（健）診名

〈返信・表〉ご自分の住所・

氏名

〈返信・裏〉無記入

【注意事項】・往復はがき 1 枚

につき 1 人 1 検（健）診の申

込みです。記載内容に不備が

あると受診できませんのでご

了承ください。

・受診の結果、精密検査や治

療が必要な場合は自己負担と

なります。

・受診結果によっては保健セ

ンターから連絡が行く場合が

あります。

【問合せ】保健センター☎ 552・

0061

医師会だより

軽度認知障害～早く見つけて進行を防ぐ～軽度認知障害～早く見つけて進行を防ぐ～

各種検 (健 )診のお知らせ

台風第 19 号発生時は、避難所情報などを音声放送で市民の皆さんに伝えるために、広報車で市内中を回っていましたが、暴風雨できちんと放送内容が聞こえ
ているか不安に感じたのを覚えています。そして東日本大震災から 10 年。今号の防災特集で改めて、災害への備えに目を向けていただけたらと思います。
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